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『
呂
氏
春
秋
』
を
、
諸
子
百
家
の
う
ち
の
、
雑
家
の
書
と
し
て
位
置
づ
け
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
定
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
中
心
を
な
す
思
想

が
何
家
（
な
に
か
）
の
も
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
事
情
は
異
な
る
。
例

え
ば
、
そ
れ
は
「
墨
家
」
で
あ
る
と
か
、
「
道
家
」
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
又

「
新
道
家
」
と
も
い
い
、
「
陰
陽
家
」
で
あ
る
な
ど
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
の
見
方
が
あ
っ
て
一
定
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
の
ち

は
じ
め
に

四三二一

狂
気
か
ら
正
気
へ
ｌ
『
呂
氏
春
秋
』
に
お
け
る
陰
陽
家
と
農
家
Ｉ

は
じ
め
に

『
呂
氏
春
秋
』
の
中
心
思
想

木
徳
と
人
間

物
と
性
と
狂

得
時
の
嘉
穀
と
四
時

お
わ
り
に

注

に
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
全
篇
の
構
成
と
分
量
か
ら
し
て
、
「
陰
陽
家
」
こ
そ

が
『
呂
氏
春
秋
』
の
中
心
思
想
で
あ
る
と
主
張
す
る
陳
奇
猷
の
立
場
は
、
十
分

な
説
得
力
を
持
っ
て
い
る
。
だ
が
し
か
し
、
「
陰
陽
家
」
が
、
ど
の
よ
う
な
当
時

の
事
情
に
よ
っ
て
、
い
か
に
し
て
、
そ
の
よ
う
な
指
導
的
な
地
位
を
占
め
得
た

の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
未
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
は
い
な
い
。
小
稿
は

こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
、
一
つ
の
解
答
を
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
『
呂
氏
春
秋
』
の
中
心
思
想

『
呂
氏
春
秋
』
は
、
『
漢
書
』
芸
文
志
以
来
、
目
録
学
で
は
雑
家
の
書
と
し
て

と
り
あ
つ
か
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
『
呂
氏
春
秋
』
の
名
が
文
献
の
上
に
初
め
て

現
わ
れ
る
の
は
、
司
馬
遷
の
『
史
記
』
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
例
え

ば
、
以
下
の
ご
と
く
い
、
フ
。

○
呂
不
章
、
…
：
…
・
士
を
招
致
し
、
厚
く
こ
れ
を
遇
す
。
食
客
三
千
人
に
至

る
。
こ
の
時
、
諸
侯
に
辮
士
多
し
。
筍
卿
の
徒
の
如
き
、
書
を
著
は
し
て

天
下
に
布
く
。
呂
不
章
、
乃
ち
そ
の
客
を
し
て
人
人
聞
く
所
を
著
は
さ
し

久
富
木
成
大

一
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め
、
集
論
し
て
以
て
八
寶
六
論
十
二
紀
、
廿
餘
萬
言
を
つ
く
り
、
お
も
へ

ら
く
天
地
萬
物
古
今
の
事
を
備
ふ
と
。
號
し
て
呂
氏
春
秋
と
日
ふ
。
威
陽

の
市
門
に
布
き
、
千
金
を
其
上
に
懸
け
、
諸
侯
の
勝
士
賓
客
を
延
き
、
能

く
一
字
を
増
損
す
る
者
あ
ら
ば
、
千
金
を
予
へ
ん
、
と
。
（
呂
不
章
、
…
…
…

招
致
士
、
厚
遇
之
、
至
食
客
三
千
人
、
是
時
諸
侯
多
辮
士
、
如
筍
卿
之
徒
、

著
書
布
天
下
、
呂
不
章
、
乃
使
其
客
人
人
著
所
聞
、
集
論
以
爲
八
寶
六
論

十
二
紀
、
二
十
餘
萬
言
、
以
爲
備
天
地
萬
物
古
今
之
事
、
號
日
呂
氏
春
秋
、

布
威
陽
市
門
、
懸
千
金
其
上
、
延
諸
侯
勝
士
賓
客
有
能
増
損
一
字
者
、
予

千
金
Ｉ
『
史
記
』
巻
八
十
五
、
呂
不
草
列
傳
第
二
十
五
）

こ
こ
に
の
べ
る
よ
う
に
、
『
呂
氏
春
秋
』
は
複
数
の
人
々
の
手
に
よ
っ
て
成
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
多
く
の
人
々
が
天
地
万
物
古
今
の
こ
と
に
か

か
わ
る
知
識
を
出
し
あ
い
、
そ
れ
ら
を
編
集
し
て
出
来
た
も
の
だ
と
い
う
。
そ

の
た
め
、
必
然
的
な
こ
と
と
し
て
、
こ
の
書
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
雑
多

な
も
の
と
な
っ
た
。
後
漢
の
歴
史
家
班
固
（
西
暦
紀
元
三
十
二
年
～
九
十
二
年
）

が
、
そ
の
著
『
漢
書
』
芸
文
志
で
、
諸
子
略
の
雑
家
に
こ
れ
を
入
れ
た
の
も
当

然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
、
フ
し
て
、
お
そ
ら
く
『
史
記
』
の
記
述
に
よ
り
な
が

ら
、
こ
こ
に
以
下
の
よ
う
な
自
注
を
加
え
て
い
る
。

○
秦
の
相
、
呂
不
章
、
智
略
の
士
を
輯
め
て
作
る
。
（
秦
相
呂
不
草
、
輯
智
略

士
作
）

①

で
は
、
諸
子
百
家
の
う
ち
で
、
こ
の
雑
家
は
ど
の
よ
う
な
位
置
を
し
め
る
の

で
あ
る
、
フ
か
。
班
固
の
説
明
は
、
つ
ぎ
の
よ
、
フ
に
な
っ
て
い
る
。

○
雑
家
者
流
は
、
蓋
し
議
官
よ
り
出
で
、
儒
墨
を
兼
ね
名
法
を
合
す
。
國
禮

の
こ
れ
あ
る
を
知
り
、
王
治
の
貫
か
ざ
る
無
き
を
見
る
。
此
れ
そ
の
長
ず

る
所
な
り
。
鐙
者
こ
れ
を
爲
す
に
及
ん
で
は
、
則
ち
漫
羨
に
し
て
心
を
歸

す
る
と
こ
ろ
な
し
。
（
雑
家
者
流
、
蓋
出
於
讓
官
、
兼
儒
墨
、
合
名
法
、
知

國
禮
之
有
此
、
見
王
治
之
無
不
貫
、
此
其
所
長
也
、
及
邊
者
爲
之
、
則
漫

羨
而
無
所
歸
心
Ｉ
『
漢
書
』
藝
文
志
、
諸
子
略
、
雑
家
篇
叙
）

こ
の
よ
う
に
、
「
儒
墨
を
兼
ね
、
名
法
を
合
す
」
と
い
う
の
が
、
雑
家
の
方
法

と
も
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
雑
家
は
諸
子
百
家
の
思
想
の
な
か
か

ら
い
く
つ
か
を
兼
ね
、
あ
る
い
は
綜
合
し
て
、
世
の
中
に
役
に
立
つ
意
見
を
主

張
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
い
み
で
は
、
雑
家
は
、
当
時
の
多
岐
に
わ
た
る

学
問
と
思
想
と
を
統
一
し
、
綜
合
す
る
こ
と
を
目
ざ
す
と
い
う
一
面
を
持
っ
て

い
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
を
十
分
に
成
し
と
げ
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ
れ
に

②

失
敗
し
た
人
の
こ
と
を
、
班
固
は
こ
こ
で
、
「
し
ま
り
の
な
い
人
が
こ
れ
を
な
せ

ば
、
い
た
ず
ら
に
あ
れ
も
こ
れ
も
と
取
り
込
ん
で
広
く
な
り
す
ぎ
て
し
ま
い
、

③

ま
と
ま
り
が
な
く
な
り
、
現
実
的
な
役
わ
り
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
、

と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
雑
家
の
諸
子
百
家
に
対
す
る
あ
り
か
た
と
い
う
も
の

は
、
例
え
て
い
う
な
ら
ば
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
あ
る
一
つ
の

強
力
な
磁
石
が
、
そ
の
ま
わ
り
の
磁
性
を
帯
び
た
幾
多
の
物
体
の
な
か
に
置
か

れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
磁
性
を
帯
び
た
も
の
の
み
、
た
と
え
ば
、

鉄
く
ず
な
ど
の
よ
う
に
後
日
ま
と
め
ら
れ
て
溶
か
し
合
わ
せ
、
再
利
用
に
供
せ

ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
も
の
だ
け
が
磁
石
に
引
き
よ
せ
ら
れ
、
付

着
す
る
。
こ
う
し
た
場
合
、
強
力
な
磁
石
が
必
要
で
あ
る
の
と
同
じ
く
。
雑
家

の
な
か
に
、
強
力
な
中
心
が
確
立
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
そ

こ
に
は
、
一
見
し
て
異
質
と
見
え
る
諸
子
百
家
の
中
か
ら
、
自
己
と
同
質
の
も

の
で
、
社
会
の
役
に
立
つ
も
の
を
鋭
く
感
知
す
る
力
と
、
そ
れ
ら
の
も
の
を
と

り
こ
み
う
る
、
大
き
な
吸
引
力
と
包
容
力
と
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意

味
で
、
雑
家
に
は
、
確
立
し
た
中
心
的
立
場
と
い
う
も
の
を
、
欠
く
こ
と
は
で

一
一
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き
な
い
。
だ
が
そ
れ
は
、
こ
こ
に
班
固
も
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
く
れ
ぐ
れ
も

漫
然
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

『
漢
書
』
芸
文
志
以
来
、
雑
家
と
し
て
の
位
置
づ
け
は
ゆ
ら
が
な
い
も
の
の
、

こ
こ
に
い
う
と
こ
ろ
の
、
そ
の
確
立
し
た
中
心
的
立
場
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ

ま
の
指
摘
が
あ
っ
て
、
一
定
し
て
い
な
い
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
以
下
に
例

を
示
そ
う
。

○
呂
氏
春
秋
の
一
書
は
大
約
、
墨
氏
の
學
を
宗
と
し
、
儒
術
を
以
て
縁
飾
す
。

そ
の
重
己
・
貴
生
・
節
喪
・
安
死
・
尊
師
・
下
賢
、
み
な
墨
道
な
り
。
然

れ
ど
も
、
君
子
、
な
ほ
と
る
こ
と
あ
る
が
ご
と
し
。
秦
の
君
臣
は
、
な
ん

ぞ
嘗
て
よ
く
行
は
ん
や
。
な
ほ
、
墨
子
は
樂
を
非
と
す
。
而
る
に
此
の
書
、

し
か
ら
ざ
る
は
、
要
す
る
に
、
こ
れ
を
成
す
も
の
、
一
人
に
非
る
に
由
り
、

そ
れ
墨
者
は
多
き
な
り
。
漢
志
い
ふ
。
墨
家
者
流
は
蓋
し
清
廟
の
守
に
出

づ
、
と
。
清
廟
と
は
明
堂
な
り
。
此
の
書
の
十
二
月
紀
は
、
い
は
ゆ
る
四

時
に
順
ひ
て
行
ふ
も
の
に
あ
ら
ず
や
。
漢
志
の
言
は
信
な
り
。
孟
子
、
孔

子
を
尊
ん
で
、
楊
墨
を
斥
く
る
も
、
耆
中
、
一
も
こ
れ
に
言
及
す
る
こ
と

無
し
。
稽
引
す
る
所
は
、
莊
惠
公
孫
龍
子
華
子
の
諸
人
の
み
。
世
儒
、
不

聿
を
以
て
の
故
に
、
幾
ん
ど
此
書
を
棄
絶
せ
ん
と
欲
し
、
然
し
て
書
は
不

章
に
、
も
と
よ
り
與
（
く
み
）
す
る
こ
と
な
し
。
秦
皇
の
嚴
を
以
て
、
秦

丞
相
の
勢
は
酸
（
さ
か
ん
）
な
り
。
而
し
て
そ
の
書
を
爲
（
つ
く
）
る
時
、

規
調
の
旨
を
寓
し
、
そ
の
一
言
を
求
む
る
に
、
猯
合
し
て
有
る
こ
と
無
き

に
近
し
。
此
れ
則
ち
風
俗
人
心
の
古
に
し
て
、
以
て
天
下
後
世
に
明
示
し
、

作
ぢ
ざ
る
べ
き
も
の
な
り
。
世
儒
、
察
せ
ず
、
張
り
に
井
び
に
こ
れ
を
棄

て
ん
と
欲
す
れ
ば
、
こ
れ
耳
食
と
何
ぞ
異
な
ら
ん
や
。
（
呂
氏
春
秋
一
書
、

大
約
宗
墨
氏
之
學
、
而
縁
飾
以
儒
術
、
其
重
己
貴
生
節
喪
安
死
尊
師
下
賢
、

狂
気
か
ら
正
気
へ
（
久
富
木
成
大
）

皆
墨
道
也
、
然
君
子
猶
有
取
焉
、
秦
之
君
臣
、
昌
嘗
能
行
哉
、
猶
墨
子
非

樂
、
而
此
書
不
然
、
要
由
成
之
者
非
一
人
、
其
墨
者
多
也
、
漢
志
謂
墨
家

者
流
、
蓋
出
於
清
廟
之
守
、
清
廟
、
明
堂
也
、
此
書
十
二
月
紀
、
非
所
謂

順
四
時
而
行
者
歎
、
則
漢
志
之
言
信
也
、
孟
子
尊
孔
子
、
斥
楊
墨
、
書
中

無
一
言
及
之
、
所
構
引
者
へ
莊
惠
公
孫
龍
子
華
子
諸
人
耳
、
世
儒
以
不
章

故
、
幾
欲
棄
絶
此
書
、
然
書
於
不
聿
固
無
與
也
、
以
秦
皇
之
嚴
、
秦
丞
相

之
勢
殿
、
而
其
爲
書
時
寓
規
調
之
旨
、
求
其
一
言
近
於
猯
合
而
無
有
、
此

則
風
俗
人
心
之
古
、
可
以
明
示
天
下
後
世
而
不
作
者
也
、
世
儒
不
察
、
狼

④

欲
井
棄
之
、
此
與
耳
食
何
異
哉
Ｉ
『
抱
經
堂
文
集
』
巻
十
、
書
呂
氏
春
秋

後
）

こ
こ
に
引
い
た
文
章
は
、
清
朝
に
お
け
る
乾
隆
の
進
士
、
盧
文
詔
（
一
七
一

七
年
～
一
七
九
五
年
）
の
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
盧
文
昭
は
、
『
呂
氏
春
秋
』
が

編
纂
さ
れ
た
と
き
、
始
皇
帝
の
権
威
を
か
さ
に
き
た
呂
不
章
の
専
横
に
た
い
し

て
、
当
時
の
儒
者
た
ち
の
と
っ
た
消
極
的
な
抵
抗
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
儒
者
た
ち
は
、
『
呂
氏
春
秋
』
の
亡
快
の
運
命
を
当
初
か
ら
望
み
つ
つ
、

編
集
に
参
加
し
た
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
孟
子
の
こ
と
ば
に
見
ら
れ

る
よ
う
な
儒
家
の
言
は
意
識
し
て
と
り
入
れ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
『
呂
氏
春
秋
』
に
は
、
編
集
者
と
し
て
最
も
人
数
の
多
か
っ
た
墨
家
の

言
が
一
番
多
く
と
り
入
れ
ら
れ
、
こ
の
本
の
中
心
思
想
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
の
墨
家
の
思
想
に
し
て
も
矛
盾
な
く
と
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
『
墨
子
』
の
な
か
に
は
「
非
楽
」
篇
が
あ
っ
て
、
墨

子
の
音
楽
を
否
定
す
る
立
場
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
『
呂
氏
春
秋
』

に
お
い
て
は
、
「
大
楽
」
「
適
音
」
「
古
楽
」
「
音
律
」
「
音
初
」
「
制
楽
」
な
ど
の

⑤

諸
篇
が
、
音
楽
の
治
政
へ
の
重
要
性
を
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に

一
一
一
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し
て
も
、
『
呂
氏
春
秋
』
を
読
む
も
の
は
、
当
時
の
儒
者
の
苦
心
を
こ
そ
、
こ
の

書
か
ら
読
み
と
る
べ
き
で
あ
る
が
、
表
面
に
あ
ら
わ
れ
た
主
た
る
思
想
は
墨
家

の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
盧
文
詔
は
指
摘
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

○
田
昌
五
は
、
そ
の
論
文
、
「
呂
不
章
と
呂
氏
春
秋
」
に
お
い
て
、
そ
の
指
導

思
想
は
、
道
家
の
左
派
に
属
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
。
熊
鐵
基
は
、
「
呂
氏

春
秋
よ
り
准
南
子
へ
ｌ
秦
漢
の
際
の
新
道
家
を
論
ず
る
」
、
と
い
う
論
文

の
な
か
で
、
呂
氏
春
秋
は
雑
家
で
は
な
く
、
新
道
家
で
あ
る
と
い
っ
た
。

つ
ま
り
、
呂
氏
春
秋
は
道
家
と
し
て
の
基
本
的
性
格
は
具
え
て
い
る
の
で

あ
り
、
そ
の
指
導
思
想
・
中
心
思
想
と
い
う
も
の
は
、
自
然
の
、
あ
る
い

は
ま
た
無
爲
に
し
て
爲
さ
ざ
る
は
な
し
と
い
う
、
あ
の
道
で
あ
る
。
た
だ
、

新
道
家
と
呼
ぶ
理
由
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
、
伝
統
的
老
莊
思

想
の
流
れ
を
く
む
あ
の
道
家
と
は
、
明
ら
か
に
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
そ
の
主
要
な
点
は
、
老
子
の
と
な
え
る
自
然
・
無
爲
の
道
の

思
想
を
發
展
さ
せ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
そ
れ
を
人
生
と
政
治
の
う
え
に
創

造
的
に
運
用
し
、
無
爲
と
い
う
こ
と
に
新
ら
し
い
内
容
を
持
た
せ
た
と
こ

ろ
に
あ
る
。
（
田
昌
五
呂
不
章
和
呂
氏
春
秋
一
文
中
指
出
、
呂
氏
春
秋
的
指

導
思
想
罵
於
道
家
左
翼
、
熊
鐵
基
從
呂
氏
春
秋
到
准
南
子
ｌ
論
秦
漢
之

際
的
新
道
家
一
文
中
認
爲
、
呂
氏
春
秋
不
是
雑
家
、
而
是
新
道
家
、
右
具

有
道
家
的
基
本
特
色
、
即
其
指
導
思
想
和
中
心
思
想
就
是
那
小
自
然
無
爲

而
無
不
爲
的
道
、
但
宅
作
爲
新
道
家
、
又
與
老
莊
的
道
家
有
明
顯
的
不
同
、

最
主
要
的
是
發
展
了
老
子
天
道
自
然
無
爲
的
思
想
、
把
宅
創
造
性
地
運
用

到
人
生
人
生
和
政
治
上
去
、
使
無
爲
有
了
新
的
内
容
Ｉ
『
中
國
史
研
究

⑥

動
態
』
一
九
八
二
年
第
一
期
）

こ
こ
に
引
い
た
文
章
の
な
か
の
田
昌
五
と
熊
鉄
基
と
は
、
と
も
に
現
代
の
中

国
の
学
者
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
、
『
呂
氏
春
秋
』
に
〃
指
導
思
想
〃
な
い
し
は
〃
中

心
思
想
″
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
し
、
そ
れ
を
道
家
左
派
ま
た
は
新
道
家
と
名

づ
け
た
の
で
あ
る
。

○
呂
不
章
の
指
導
思
想
は
陰
陽
家
の
思
想
で
あ
り
、
そ
の
書
『
呂
氏
春
秋
』

の
重
黙
も
ま
た
陰
陽
家
の
説
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
書
は
、
各
家
各
派

の
人
々
の
手
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
説
が
の
べ
ら
れ

て
い
る
。
だ
か
ら
『
漢
書
藝
文
志
』
が
、
こ
れ
を
雑
家
に
分
類
し
た
の
も
、

誤
り
で
は
な
い
。
（
呂
不
章
之
指
導
思
想
爲
陰
陽
家
、
其
書
之
重
黙
亦
是
陰

陽
家
説
、
然
其
書
成
於
各
家
各
派
之
手
、
各
説
雑
陳
、
故
漢
志
列
之
於
雑

⑦

家
亦
不
誤
Ｉ
陳
奇
猷
『
呂
氏
春
秋
校
鐸
』
一
八
九
○
頁
、
「
補
論
」
）

こ
れ
も
ま
た
現
代
中
国
の
学
者
、
陳
奇
猷
の
見
解
で
あ
る
。
陳
奇
猷
は
こ
の

よ
う
に
、
『
呂
氏
春
秋
』
の
中
心
思
想
が
、
陰
陽
家
の
と
な
え
る
、
陰
陽
思
想
で

あ
る
と
明
言
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
つ
ぎ
に
あ
げ
る
よ
言
フ
な
意
見
に
も
と

づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

○
陰
陽
家
の
學
説
が
全
書
の
重
黙
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
書
中
で
そ
の
説

が
ど
の
よ
う
な
場
所
に
配
置
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
と
、
そ
の
説
に

つ
い
て
の
篇
章
の
多
寡
に
よ
っ
て
證
明
で
き
る
。
篇
中
の
位
置
の
う
え
か

ら
は
、
陰
陽
説
は
、
害
中
の
種
々
の
単
位
に
お
い
て
、
す
べ
て
そ
の
首
位

に
置
か
れ
て
お
り
、
數
量
上
も
陰
陽
説
が
最
も
多
い
篇
章
を
占
め
て
い
る
。

そ
れ
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。
十
二
紀
の
毎
紀
の
首
篇
は
す
べ
て
陰
陽

家
の
説
で
あ
り
、
八
寶
の
首
篇
で
あ
る
「
有
始
」
、
六
論
の
首
論
の
首
篇
で

あ
る
「
開
春
」
も
ま
た
陰
陽
家
の
説
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
新
聞

の
第
一
面
の
最
初
の
記
事
と
同
様
に
、
重
要
な
位
置
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、

陰
陽
家
の
説
が
別
の
學
派
の
説
に
ま
じ
っ
て
い
る
篇
章
も
た
く
さ
ん
あ

四
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り
、
こ
れ
ら
も
す
べ
て
加
え
た
な
ら
ば
、
陰
陽
説
の
の
べ
ら
れ
た
篇
の
數

は
、
他
の
ど
の
學
派
に
く
ら
べ
て
も
、
最
も
多
い
の
で
あ
る
。
ま
た
「
序

⑧

意
」
篇
に
、
呂
不
章
は
君
子
の
問
い
に
答
え
て
、
十
二
紀
は
治
凱
存
亡
を

治
め
る
ゆ
え
ん
な
り
。
壽
夫
吉
凶
を
知
る
ゆ
え
ん
な
り
、
と
い
っ
て
い
る
。

こ
れ
も
陰
陽
家
の
説
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
す
べ
て
が
、
呂
氏
春
秋
の

編
集
を
命
じ
た
呂
不
章
の
主
導
思
想
そ
の
も
の
が
、
陰
陽
家
の
も
の
で
あ

る
こ
と
を
、
は
っ
き
り
と
証
明
し
て
い
る
。
（
陰
陽
家
的
學
説
是
全
書
的
重

黙
、
這
從
書
中
陰
陽
説
所
擴
的
地
位
與
篇
章
的
多
寡
可
以
證
明
、
在
位
置

上
、
陰
陽
説
安
排
在
首
位
、
數
量
上
則
陰
陽
説
枯
有
最
多
的
篇
章
、
請
看
、

十
二
紀
毎
紀
的
首
篇
就
是
陰
陽
家
説
、
八
寶
的
首
寶
首
篇
有
始
、
六
諭
的

首
論
開
春
也
是
陰
陽
家
説
、
正
如
現
在
報
紙
的
頭
版
頭
條
一
様
、
陰
陽
家

説
佑
様
書
中
重
要
的
位
置
、
此
外
、
還
有
不
少
陰
陽
家
説
的
篇
章
錯
雑
在

各
家
學
説
篇
章
之
間
、
總
共
加
起
來
、
陰
陽
説
的
篇
數
比
任
何
一
家
的
都

得
多
、
再
以
序
意
篇
而
言
、
呂
不
聿
答
良
人
之
問
、
凡
十
二
紀
者
、
所
以

紀
治
凱
存
亡
也
、
所
以
知
壽
天
吉
凶
也
云
々
、
也
是
陰
陽
家
説
、
凡
此
諸

證
、
都
恨
有
力
地
證
明
呂
不
車
的
主
導
思
想
是
陰
陽
家
之
學
Ｉ
『
復
旦
學

報
』
社
會
科
學
版
一
九
七
九
年
第
五
期
「
呂
氏
春
秋
成
書
的
年
代
與
書
名

的
確
立
」
）

『
呂
氏
春
秋
』
の
中
心
思
想
が
、
例
え
ば
盧
文
詔
の
よ
う
に
、
墨
家
の
も
の

で
あ
る
と
い
う
説
に
対
し
て
、
陳
奇
猷
は
、
直
接
に
は
反
駁
し
て
い
な
い
。
た

だ
、
盧
文
詔
が
墨
家
の
も
の
と
し
て
あ
げ
て
い
る
「
重
己
」
篇
に
つ
い
て
、
そ

の
著
『
呂
氏
春
秋
校
鐸
』
（
三
十
五
頁
）
に
お
い
て
、
「
陰
陽
家
、
養
生
の
言
な

⑨

り
」
と
の
べ
、
盧
氏
の
見
解
へ
の
反
論
の
一
端
を
の
ぞ
か
せ
て
は
い
る
。
わ
れ

わ
れ
は
、
こ
う
し
た
異
説
に
つ
い
て
の
、
陳
奇
猷
の
立
場
を
示
唆
し
て
い
る
、

狂
気
か
ら
正
気
へ

（
久
富
木
成
大
）

彼
の
以
下
の
よ
、
フ
な
発
言
に
注
目
し
た
い
。

○
呂
氏
春
秋
が
道
家
ま
た
は
新
道
家
、
あ
る
い
は
黄
老
思
想
で
あ
る
と
い
う

の
は
、
み
な
偏
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
十
二
紀
の
毎
紀
首
篇
に
の
せ
て

い
る
月
令
は
、
古
の
農
家
の
説
と
陰
陽
家
の
説
と
の
合
篇
で
あ
り
、
有
始

篇
は
明
ら
か
に
陰
陽
家
の
鄭
術
の
學
で
あ
り
、
本
味
篇
は
漢
志
が
小
説
家

に
入
れ
て
い
る
伊
尹
の
説
か
ら
出
て
お
り
、
観
表
篇
は
漢
志
の
數
術
略
の

六
種
の
う
ち
、
形
法
家
か
ら
出
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
遠
鯵
篇
は
、
漢
志

の
い
う
方
技
家
に
属
し
て
お
り
、
（
ほ
か
に
も
例
は
多
い
が
、
こ
こ
に
は
列

ま
し
な
い
け
れ
ど
も
、
）
す
べ
て
こ
れ
ら
の
篇
は
、
道
家
や
黄
老
の
説
と
は

関
係
は
な
い
。
（
謂
呂
氏
春
秋
爲
道
家
或
新
道
家
或
黄
老
思
想
、
皆
所
偏
、

例
如
、
十
二
紀
毎
紀
首
篇
所
載
之
月
令
、
乃
古
農
耆
與
陰
陽
説
之
合
編
、

有
始
篇
顯
爲
鄭
術
之
學
、
本
味
篇
出
漢
志
小
説
家
之
伊
尹
説
、
観
表
篇
疑

出
於
漢
志
數
術
六
種
中
形
法
家
、
逹
諺
篇
罵
於
漢
志
方
技
家
之
論
（
例
尚

多
、
弦
不
列
畢
）
凡
此
諸
篇
、
皆
與
道
家
或
黄
老
説
不
相
謀
也
ｌ
「
呂
氏

春
秋
成
書
的
年
代
與
書
名
的
確
立
補
論
」
）

『
呂
氏
春
秋
』
が
、
そ
の
中
心
に
す
え
て
い
る
思
想
は
道
家
ま
た
は
新
道
家

で
あ
る
と
主
張
す
る
人
々
が
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
人
々
は
、
毎
紀
の
首

篇
に
の
せ
て
い
る
月
令
、
「
有
始
」
「
本
味
」
「
観
表
」
「
達
診
」
の
諸
篇
に
こ
そ
、

そ
れ
が
最
も
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
諸
篇
を

こ
ま
か
く
分
析
す
れ
ば
、
こ
こ
に
陳
奇
猷
が
い
う
よ
う
な
結
論
に
い
た
る
こ
と

を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

す
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
『
呂
氏
春
秋
』
の
中
心
思
想
と
し
て
、
諸
子
百

家
の
う
ち
ど
れ
を
あ
て
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
見
方
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
『
呂
氏
春
秋
』
を
思
想
史
的
に
精
密
に
分
析
し
、
書
中
に
お

五
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古
代
の
中
国
に
お
い
て
は
、
人
間
は
、
あ
る
い
は
ま
た
社
会
は
、
何
を
基
準

に
し
て
動
き
、
営
む
こ
と
が
理
想
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う

し
た
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の
解
答
の
手
が
か
り
を
、
我
々
は
、
以
下
の
よ
う
な

記
述
に
求
め
て
み
た
い
・
そ
れ
は
、
多
く
あ
る
手
が
か
り
の
う
ち
、
あ
く
ま
で
、

そ
の
う
ち
の
僅
か
な
部
分
に
す
ぎ
な
い
か
も
知
れ
な
い
の
で
は
あ
る
が
。

○
孟
春
の
月
、
日
は
螢
室
に
在
り
。
昏
（
ゆ
ふ
く
）
に
参
（
し
ん
）
中
し
、

旦
（
あ
し
た
）
に
尾
（
び
）
中
す
。
そ
の
日
は
甲
乙
。
そ
の
帝
は
太
曝
。

そ
の
碑
は
句
芒
。
そ
の
墨
は
鱗
。
そ
の
音
は
角
。
律
は
太
籏
に
中
（
あ
た
）

け
る
諸
思
想
の
配
置
の
状
況
と
分
量
の
両
方
か
ら
、
慎
重
に
結
論
を
み
ち
び
き

出
し
た
の
が
、
前
述
の
ご
と
く
陳
奇
猷
で
あ
っ
た
・
そ
れ
に
よ
る
と
、
〃
紀
〃
〃
覧
〃

〃
論
″
と
い
う
『
呂
氏
春
秋
』
を
構
成
し
て
い
る
、
い
わ
ば
〃
三
つ
の
思
想
的

ま
と
ま
り
″
は
、
い
ず
れ
も
陰
陽
家
の
思
想
に
よ
っ
て
説
き
お
こ
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
書
の
な
か
で
、
陰
陽
家
の
思
想
の
占
め
る
割
合
は
、

量
的
に
い
っ
て
、
諸
子
百
家
の
他
の
思
想
を
、
完
全
に
圧
倒
し
て
い
る
と
い
つ

⑩

て
よ
い
。
し
た
が
っ
て
、
陰
陽
家
の
思
想
を
中
心
に
し
て
、
雑
家
の
書
と
し
て

の
『
呂
氏
春
秋
』
は
成
立
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
後

に
の
べ
る
よ
う
に
、
陰
陽
家
の
思
想
の
み
で
は
現
実
的
な
力
を
、
十
分
に
は
発

揮
で
き
な
か
っ
た
。
陰
陽
家
が
自
己
の
立
場
を
現
実
的
に
全
う
す
る
た
め
に
、

ど
の
よ
、
フ
な
思
想
を
と
り
入
れ
、
ど
の
よ
、
フ
に
利
用
し
た
の
で
あ
る
、
フ
か
。
そ

れ
は
ま
た
、
当
時
の
ど
の
よ
う
な
事
態
に
対
応
し
よ
う
と
し
て
の
こ
と
で
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
に
論
を
深
め
て
い
き
た
い
。

三
木
徳
と
人
間

り
、
そ
の
數
は
八
。
そ
の
味
は
酸
。
そ
の
臭
は
壇
。
そ
の
祀
は
戸
。
祭
る

と
き
は
脾
を
先
に
す
。
（
孟
春
之
月
、
日
在
螢
室
、
昏
参
中
、
旦
尾
中
、
其

日
甲
乙
、
其
帝
太
曝
、
其
紳
句
芒
、
其
塁
鱗
、
其
音
角
、
律
中
大
藤
、
其

數
八
、
其
味
酸
、
其
臭
壇
、
其
祀
戸
、
祭
先
脾
Ｉ
『
呂
氏
春
秋
』
巻
第
一
、

孟
春
紀
第
一
、
孟
春
紀
）

こ
こ
に
い
、
フ
孟
春
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
後
漢
の
高
誘
は
、
夏
王
朝
の
暦

に
よ
る
と
こ
ろ
の
春
の
初
め
、
つ
ま
り
正
月
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
と

き
、
天
体
の
動
き
は
、
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。
太
陽
は
天
の
北
方
に
あ
る
螢

⑪

室
と
い
う
星
、
つ
ま
り
、
ペ
ガ
サ
ス
座
の
α
β
星
の
あ
た
り
を
運
行
す
る
。
夕

方
に
は
参
星
（
オ
リ
オ
ン
座
）
が
南
中
し
、
夜
明
け
に
な
る
と
尾
星
（
サ
ソ
リ

⑫

座
）
の
一
部
分
が
南
中
す
る
。
天
体
が
こ
の
よ
う
な
動
き
を
す
る
と
き
に
は
、

⑬

地
上
で
は
甲
乙
、
す
な
わ
ち
木
徳
が
支
配
的
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
木
徳
を
以

⑭

て
帝
と
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
太
曝
伏
義
氏
と
、
帝
を
助
け
た
人
物
で
、
死
後

⑮

に
木
官
の
神
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
句
芒
と
を
、
祭
る
。
五
行
の
木
徳
に
対
応
す

る
、
地
上
の
物
や
状
況
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
動
物
で
は
鱗
（
う
ろ
こ
）
の
あ

⑯
⑰
⑬
⑲

る
生
き
も
の
、
音
で
は
角
（
か
く
）
、
音
調
で
は
太
籏
、
数
は
八
、
味
は
酸
、
臭

⑳

（
に
お
い
）
は
檀
な
ど
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
家
の
中
の
祭
り
で
は
、
春
に
な
っ

⑳

て
冬
ご
も
り
か
ら
外
に
出
る
と
き
に
通
過
す
る
、
戸
口
の
神
を
ま
つ
り
、
そ
の

と
き
の
供
え
も
の
に
は
、
五
臓
の
一
つ
で
、
五
行
の
木
（
も
く
）
に
あ
た
る
と

さ
れ
る
脾
臓
を
あ
て
る
。

こ
れ
は
、
春
、
つ
ま
り
正
月
の
人
間
お
よ
び
社
会
の
行
動
の
基
準
を
示
唆
す

る
と
こ
ろ
の
、
物
体
や
状
況
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
ま
ず
、
日
月
星
辰
の
天
体

の
動
き
で
あ
り
、
つ
い
で
、
そ
れ
に
対
応
し
た
地
上
の
諸
々
の
物
事
で
あ
っ
た
。

そ
う
し
て
、
地
上
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
木
徳
を
云
々
し
た
よ
う
に
、 ｛

ハ
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す
べ
て
陰
陽
五
行
思
想
に
則
っ
て
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、

春
の
こ
と
で
、
そ
れ
ら
木
徳
に
そ
っ
た
生
き
方
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
生
活
の

仕
方
が
あ
る
で
あ
る
、
う
か
。
人
間
の
な
か
の
一
人
で
あ
る
天
子
の
こ
と
と
し
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

○
東
風
、
東
を
解
き
、
蟄
墨
始
め
て
振
（
う
ご
）
き
、
魚
、
氷
（
こ
ほ
り
）

に
上
り
へ
獺
（
か
は
う
そ
）
魚
を
祭
り
、
候
鴨
、
北
よ
り
す
。
天
子
、
青

陽
の
左
小
に
居
り
、
鶯
轄
に
乘
り
、
蒼
龍
に
駕
し
、
青
端
を
た
て
、
青
衣

を
き
、
青
玉
を
服
し
、
麥
と
羊
と
を
食
ふ
。
そ
の
器
は
疏
に
し
て
以
て
逹

（
と
ほ
）
ら
し
む
。
（
東
風
解
凍
、
蟄
墨
始
振
、
魚
上
水
、
獺
祭
魚
、
候
鴫

北
、
天
子
居
青
陽
左
小
、
乘
鶯
路
、
駕
蒼
龍
、
載
青
勝
、
衣
青
衣
、
服
青

玉
、
食
麥
與
羊
、
其
器
疏
以
達
Ｉ
『
呂
氏
春
秋
』
巻
第
一
、
孟
春
紀
第
一
、

孟
春
紀
）

東
方
は
五
行
で
い
え
ば
、
木
に
属
し
て
い
る
。
春
の
風
は
、
し
た
が
っ
て
東

風
が
典
型
的
な
も
の
と
な
る
。
こ
う
し
て
東
風
が
吹
く
こ
ろ
に
な
る
と
、
春
の

〃
墨
〃
、
つ
ま
り
動
物
を
代
表
す
る
、
鱗
の
あ
る
動
物
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
魚
が

活
動
を
開
始
す
る
。
そ
う
す
る
と
、
そ
の
魚
を
ね
ら
っ
た
獺
が
あ
ら
わ
れ
、
と
っ

た
魚
を
、
そ
の
習
性
に
し
た
が
っ
て
岸
辺
に
並
べ
る
。
こ
う
し
た
外
界
の
状
況

に
応
ず
る
か
の
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
、
天
子
の
日
常
を
以
下
の
よ
う
に
伝
え
る
。

ま
ず
、
天
子
の
、
宮
殿
で
の
居
所
は
、
春
に
は
こ
こ
に
い
う
よ
う
に
〃
青
陽
左

小
〃
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
天
子
の
執
務
室
で
あ
る
明
堂
に
は
、
東
西
南
北
に

部
屋
が
あ
り
、
東
の
方
に
あ
る
も
の
を
、
〃
青
陽
左
小
″
と
呼
ん
だ
。
〃
青
″
の

文
字
が
つ
か
わ
れ
て
い
る
の
は
、
五
行
で
青
は
、
春
・
東
と
と
も
に
木
徳
に
属

す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
外
出
す
る
と
き
に
の
る
馬
は
、
蒼
龍
に
の
る

と
い
う
。
駿
馬
で
色
つ
や
の
良
い
も
の
を
、
蒼
龍
、
つ
ま
り
青
龍
に
た
と
え
た

狂
気
か
ら
正
気
へ
（
久
富
木
成
大
）

の
で
あ
る
。
蒼
は
青
色
の
一
種
で
あ
り
、
龍
は
鱗
（
う
ろ
こ
）
の
あ
る
動
物
の

最
高
の
存
在
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
ま
た
、
天
子
の
旗
で
あ
る

青
旅
、
青
色
の
衣
服
、
青
玉
の
か
ざ
り
と
い
う
よ
う
に
、
木
徳
に
属
す
る
青
色

に
統
一
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
え
ま
た
、
天
子
の
食
物
に
つ
い
て
、
麦
と
羊
を

、

あ
げ
て
い
る
。
と
も
に
木
徳
に
配
属
さ
れ
て
い
る
食
べ
物
で
あ
る
。
し
か
も
、

そ
の
食
器
の
模
様
が
、
疏
（
あ
ら
）
く
達
（
ま
っ
す
ぐ
）
な
も
の
で
、
そ
れ
は

春
の
陽
気
を
か
た
ど
っ
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
天
子
は
、
春
に
は
、

木
徳
に
属
す
る
場
所
に
居
り
、
木
徳
に
属
す
る
も
の
に
乗
り
、
木
徳
に
属
す
る

も
の
に
装
わ
れ
、
木
徳
に
属
す
る
も
の
を
食
べ
た
。
そ
の
食
器
の
模
様
も
、
木

徳
に
し
た
が
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
・
天
子
は
さ
ら
に
、

春
に
は
つ
ぎ
の
よ
、
フ
な
こ
と
を
、
お
こ
な
っ
た
。

○
こ
の
月
や
、
立
春
な
る
を
以
て
、
立
春
に
先
だ
つ
こ
と
三
日
、
太
史
こ
れ

を
天
子
に
謁
（
つ
）
げ
て
曰
く
、
某
日
は
立
春
な
り
。
盛
徳
は
木
に
在
り
、

と
。
天
子
、
乃
ち
齋
す
。
立
春
の
日
、
天
子
親
（
み
づ
か
）
ら
三
公
九
卿

諸
侯
大
夫
を
率
ゐ
、
以
て
春
を
東
郊
に
迎
へ
、
還
り
て
乃
ち
卿
諸
侯
大
夫

を
朝
（
て
う
）
に
賞
す
。
相
（
し
や
う
）
に
命
じ
て
、
徳
を
布
き
令
を
和

（
や
は
ら
）
げ
、
慶
を
行
ひ
惠
を
施
し
、
下
兆
民
に
及
ぼ
し
、
慶
賜
遂
行

せ
ら
れ
、
當
ら
ざ
る
こ
と
あ
る
な
か
ら
し
む
。
廼
ち
太
史
に
命
じ
、
典
を

守
り
、
法
を
奉
じ
、
天
の
日
月
星
辰
の
行
を
司
り
、
宿
離
戒
（
た
が
）
は

ず
、
經
紀
を
失
ふ
こ
と
無
か
ら
し
む
。
（
是
月
也
、
以
立
春
、
先
立
春
三
日
、

太
史
謁
之
天
子
、
日
、
某
日
立
春
、
盛
徳
在
木
、
天
子
乃
齋
、
立
春
之
日
、

天
子
親
率
三
公
九
卿
諸
侯
大
夫
、
以
迎
春
於
東
郊
、
還
乃
賞
卿
諸
侯
大
夫

於
朝
、
命
相
布
徳
和
令
、
行
慶
施
惠
、
下
及
兆
民
、
慶
施
遂
行
、
無
有
不

當
、
廼
命
太
史
、
守
典
奉
法
、
司
天
日
月
星
辰
之
行
、
宿
離
不
威
、
無
失

七
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經
紀
、
以
初
爲
常
Ｉ
『
呂
氏
春
秋
』
巻
第
一
、
孟
春
紀
第
一
、
孟
春
紀
）

こ
れ
は
立
春
の
日
の
儀
式
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
ま
ず
、
天
子
は
役
人
か

ら
、
春
が
木
徳
に
属
す
る
と
い
う
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
木
徳
に

あ
た
る
東
方
の
郊
外
に
、
春
を
迎
え
に
出
む
く
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
春
を

む
か
え
る
と
い
、
う
こ
と
は
、
結
果
的
に
い
っ
て
、
前
述
の
よ
う
な
、
さ
ま
ざ
ま

な
木
徳
に
し
た
が
う
地
上
の
事
象
に
接
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
は
あ

る
が
、
そ
れ
よ
り
も
な
お
確
実
な
こ
と
は
、
日
月
星
辰
の
、
規
則
正
し
い
運
行

を
目
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
天
体
の
動
き
の
規
則
性
へ
の
信
頼
こ
そ
は
、

そ
れ
ら
が
春
の
現
象
と
し
て
確
定
し
、
変
動
し
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
自
然
に
人
々

の
心
の
中
に
芽
生
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
人
間
社
会
の
諸
々
の
規
範

の
根
源
を
、
当
時
の
人
々
は
こ
れ
ら
の
天
体
の
運
行
に
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
、
天
子
が
太
史
に
命
じ
て
天
体
を
観
測
さ
せ
た
の
は
、
そ
れ
に
則
っ
て

暦
や
法
令
を
改
正
す
る
た
め
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
人
間

も
社
会
も
、
と
も
に
天
体
の
動
き
の
法
則
性
に
一
体
化
さ
せ
ら
れ
、
そ
れ
こ
そ
が

人
間
お
よ
び
そ
の
集
合
と
し
て
の
社
会
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い

た
。
前
述
の
、
天
子
の
木
徳
に
の
っ
と
っ
た
多
く
の
生
活
の
形
態
も
、
結
局
の

と
こ
ろ
、
こ
の
天
体
の
運
行
と
同
化
す
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
天
子
の
行
動
は
、
次
の
よ
う
な
方
向
を
と
る
の
で

主
公
》
ヲ
（
》
○

○
こ
の
月
や
、
天
子
、
乃
ち
元
日
を
以
て
穀
を
上
帝
に
所
（
ね
が
）
う
。
乃

ち
元
辰
を
樺
ぴ
て
、
天
子
み
づ
か
ら
耒
箱
を
も
ち
、
こ
れ
を
参
保
介
と
御

と
の
間
に
措
く
。
三
公
九
卿
諸
侯
大
夫
を
ゐ
て
躬
ら
帝
の
籍
田
を
耕
す
。

天
子
は
三
推
し
、
三
公
は
五
推
し
、
卿
諸
侯
大
夫
は
九
推
す
。
反
り
て
爵

を
太
寝
に
執
る
。
三
公
九
卿
諸
侯
大
夫
み
な
御
す
。
命
（
な
づ
）
け
て
勢

酒
と
い
ふ
。
こ
の
月
や
、
天
氣
下
降
し
、
地
氣
上
騰
し
、
天
地
和
同
し
、

草
木
繁
動
す
。
王
、
農
事
を
布
く
。
田
に
命
じ
て
東
郊
に
舍
り
、
み
な
封

彊
を
修
め
て
、
審
に
径
術
（
け
い
す
ゐ
）
を
端
（
た
だ
）
し
、
善
く
丘
陵

阪
瞼
原
限
、
土
地
の
宜
し
き
と
こ
ろ
、
五
穀
の
殖
す
る
と
こ
ろ
を
み
、
以

て
民
を
教
道
す
。
必
ら
ず
躬
ら
こ
れ
を
親
ら
す
。
田
事
す
で
に
筋
（
い
ま

し
）
め
、
ま
づ
準
直
を
定
む
れ
ば
、
農
乃
ち
惑
は
ず
。
（
是
月
也
、
天
子
乃

以
元
日
所
穀
於
上
帝
、
乃
揮
元
辰
、
天
子
親
載
耒
組
、
措
之
参
干
保
介
之

御
間
、
率
三
公
九
卿
諸
侯
大
夫
躬
耕
帝
籍
田
、
天
子
三
推
、
三
公
五
推
、

卿
諸
侯
大
夫
九
推
、
反
、
執
爵
干
太
寝
、
三
公
九
卿
諸
侯
大
夫
皆
御
、
命

日
勢
酒
、
是
月
也
、
天
氣
下
降
、
地
氣
上
騰
、
天
地
和
同
、
草
木
繁
動
、

王
布
農
事
、
命
田
舍
東
郊
、
皆
修
封
彊
、
審
端
径
術
、
善
相
丘
陵
阪
瞼
原

隔
、
土
地
所
宜
、
五
穀
所
殖
、
以
教
道
民
、
必
躬
親
之
、
田
事
既
筋
、
先

定
準
直
、
農
乃
不
惑
Ｉ
『
呂
氏
春
秋
』
巻
第
一
、
孟
春
紀
第
一
、
孟
春
紀
）

春
は
、
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
木
徳
の
盛
ん
な
時
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た

時
の
顕
著
な
現
象
の
一
つ
に
、
草
木
の
繁
茂
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
こ
と

を
あ
ら
し
め
る
、
広
い
い
み
で
の
天
体
の
運
行
の
一
環
と
も
い
え
る
も
の
が
、

右
の
文
章
に
い
う
と
こ
ろ
の
、
「
天
気
下
降
し
、
地
気
上
騰
し
、
天
地
和
同
す
」

と
い
う
現
象
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
草
木
が
繁
茂
す
る
と
い
う
、
木
徳
の
盛
行
の

主
体
は
、
や
は
り
天
体
で
あ
る
と
い
、
う
こ
と
が
で
き
よ
、
フ
。
と
こ
ろ
で
、
す
で

に
み
て
き
た
よ
う
に
、
当
時
は
、
人
間
お
よ
び
社
会
の
あ
り
方
を
、
天
体
の
規

則
的
運
行
に
一
致
さ
せ
る
こ
と
が
理
想
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
し
た

が
っ
て
、
天
子
た
る
も
の
は
、
率
先
し
て
、
天
体
の
こ
の
草
木
繁
茂
の
動
き
に
、

参
与
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
そ
の
こ
と
が
具
体
化
さ

れ
た
の
が
、
天
子
の
農
業
の
振
興
に
対
す
る
、
種
々
の
貢
献
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

八
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で
は
、
天
子
は
、
農
業
に
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
関
わ
り
を
持
っ
た
の
で
あ
る

蕾
フ
か
。
そ
の
こ
と
を
、
右
の
文
章
で
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。
つ
ま
り
、
正

月
に
は
、
穀
物
の
増
収
を
上
帝
に
祈
る
儀
式
を
、
い
ろ
い
ろ
と
と
り
行
う
。
ま

た
、
農
事
が
実
際
に
は
じ
ま
る
と
、
役
人
を
木
徳
に
属
す
る
方
角
で
あ
る
東
郊

に
派
遣
す
る
。
そ
う
し
て
、
そ
こ
に
常
駐
さ
せ
て
、
土
地
の
境
界
を
正
さ
せ
、

地
勢
を
改
善
さ
せ
な
ど
し
、
増
産
の
た
め
に
力
を
尽
し
た
。
農
民
は
お
か
げ
で
、

安
ん
じ
て
農
事
に
は
げ
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
天
子
の
農
業
へ
の
こ
の

よ
う
な
力
ぞ
え
は
、
木
徳
に
従
う
こ
と
、
つ
ま
り
天
体
の
運
行
に
一
体
化
す
る

生
き
方
と
し
て
、
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
線
に
そ
っ

た
生
き
方
と
し
て
、
天
子
に
は
外
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

○
こ
の
月
や
、
樂
正
に
命
じ
、
學
に
入
り
舞
を
習
は
し
む
。
乃
ち
祭
典
を
修

め
、
命
じ
て
山
林
川
澤
を
祀
る
に
犠
牲
に
牝
を
用
ふ
る
無
か
ら
し
む
。
木

を
伐
る
を
禁
止
し
、
巣
を
積
（
く
つ
が
へ
）
す
こ
と
な
く
、
咳
墨
胎
天
飛

鳥
を
殺
す
こ
と
な
く
、
凄
（
く
い
）
す
る
こ
と
な
く
、
卵
す
る
こ
と
な
く
、

大
衆
を
聚
む
る
こ
と
な
く
、
城
郭
を
置
（
た
）
つ
る
こ
と
な
く
、
路
（
か

く
）
を
猿
（
お
ほ
）
ひ
、
骸
（
し
）
を
霊
（
う
づ
）
め
し
む
。
こ
の
月
や
、

以
て
兵
を
あ
ぐ
べ
か
ら
ず
。
兵
を
あ
ぐ
れ
ば
、
必
ら
ず
天
狭
あ
り
。
兵
戎

起
ら
ず
ん
ば
、
以
て
わ
れ
よ
り
始
む
く
か
ら
ず
。
天
の
道
に
鐘
（
も
と
）

る
こ
と
な
く
、
地
の
理
を
絶
つ
こ
と
な
く
、
人
の
紀
を
凱
す
こ
と
な
か
れ
。

（
是
月
也
、
命
樂
正
、
入
學
習
舞
、
乃
修
祭
典
、
命
祀
山
林
川
澤
、
犠
牲

無
用
牝
、
禁
止
伐
木
、
無
覆
巣
、
無
殺
咳
墨
胎
天
飛
鳥
、
無
塵
暴
卵
、
無

聚
大
衆
、
無
置
城
郭
、
揖
酪
霊
骸
、
是
月
也
、
不
可
以
構
兵
、
構
兵
、
必

有
天
映
、
兵
戎
不
起
、
不
可
以
從
我
始
、
無
鍵
天
之
道
、
無
絶
地
之
理
、

無
凱
人
之
紀
Ｉ
『
呂
氏
春
秋
』
巻
第
一
、
孟
春
紀
第
一
、
孟
春
紀
）

狂
気
か
ら
正
気
へ
（
久
富
木
成
大
）

こ
こ
に
の
べ
る
よ
書
フ
に
、
祭
り
に
さ
さ
げ
る
犠
牲
と
し
て
牝
獣
を
用
い
な
い

こ
と
な
ど
、
種
々
の
動
物
の
保
護
の
こ
と
に
は
じ
ま
り
、
木
を
伐
ら
な
い
こ
と
、

大
土
木
工
事
や
戦
争
な
ど
を
起
こ
す
こ
と
に
よ
り
、
人
民
の
生
産
活
動
を
妨
げ

な
い
こ
と
、
こ
れ
ら
す
べ
て
が
木
徳
に
そ
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
生
育
繁

茂
と
い
う
こ
と
を
助
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
ま
た
、
こ

こ
に
の
べ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
当
時
は
戦
国
時
代
と
い
う
時
代
相
の
反
映
で

あ
ろ
う
か
、
野
に
さ
ら
さ
れ
た
遺
体
も
多
く
あ
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
生

育
と
い
う
現
象
に
向
け
ら
れ
る
暖
か
い
目
は
、
死
者
に
対
し
て
も
同
様
に
そ
そ

が
れ
る
。
そ
れ
ら
の
遺
骸
を
手
厚
く
葬
り
、
霊
を
安
ん
じ
る
こ
と
に
も
意
を
用

い
る
わ
け
で
あ
る
。
死
を
大
切
に
す
る
こ
と
は
、
生
育
の
終
結
と
し
て
欠
く
こ

と
の
出
来
な
い
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
も
ま
た
木
徳
に
そ
う
生
き
方
で
あ
る
。
こ

う
し
た
木
徳
に
し
た
が
っ
た
生
き
方
を
す
る
こ
と
を
す
す
め
て
、
右
の
文
で
は

「
天
の
道
に
も
と
る
こ
と
な
く
、
地
の
理
を
絶
つ
こ
と
な
く
、
人
の
紀
を
乱
す

こ
と
な
か
れ
」
と
い
う
。
そ
う
し
て
、
こ
れ
に
背
い
た
場
合
、
「
必
ず
天
の
わ
ざ

わ
い
あ
ら
ん
」
と
警
告
す
る
。
で
は
、
そ
の
「
わ
ざ
わ
い
」
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

○
孟
春
に
夏
令
を
行
へ
ば
、
則
ち
風
雨
時
な
ら
ず
、
草
木
早
く
槁
れ
、
國
乃

ち
恐
（
お
そ
れ
）
あ
り
。
秋
令
を
行
へ
ば
、
則
ち
民
大
い
に
疫
し
、
疾
風

暴
雨
數
々
至
り
、
蕊
蕃
蓬
嵩
竝
ぴ
に
興
る
。
冬
令
を
行
へ
ば
、
則
ち
水
漂

敗
を
爲
し
、
霜
雪
大
い
に
筆
ち
、
首
種
み
の
ら
ず
。
（
孟
春
行
夏
令
、
則
風

雨
不
時
、
草
木
早
槁
、
國
乃
有
恐
、
行
秋
令
、
則
民
大
疫
、
疾
風
暴
雨
數

至
、
蕊
蕃
蓬
菖
竝
興
、
行
冬
令
、
則
水
漂
爲
敗
、
霜
雪
大
蟄
、
首
種
不
入

Ｉ
『
呂
氏
春
秋
』
巻
第
一
、
孟
春
紀
第
一
、
孟
春
紀
）

木
徳
が
天
・
地
・
人
を
貫
く
真
理
と
し
て
通
用
す
る
の
は
、
あ
く
ま
で
春
だ

九
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三
物
と
性
と
狂

前
章
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
に
は
、
天
子
は
、
そ
の
季
節
の
陰
陽
五

行
の
あ
り
方
に
従
っ
て
行
動
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
の
あ
っ
た
こ
と
を
述

べ
た
。
そ
う
し
て
、
そ
の
陰
陽
五
行
の
状
態
は
、
各
時
期
に
お
け
る
天
体
の
動

⑳

き
に
対
応
し
て
変
動
を
く
り
か
え
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
天

子
の
行
動
は
、
本
質
的
な
部
分
に
お
い
て
、
常
時
天
体
の
動
き
に
同
化
し
た
と

こ
ろ
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
明
言
さ
れ
て
い
る
。

○
天
子
の
動
く
や
、
天
に
全
（
し
た
が
）
ふ
を
以
て
故
（
こ
と
）
を
爲
す
も

の
な
り
。
（
天
子
之
動
也
、
以
全
天
爲
故
者
也
Ｉ
『
呂
氏
春
秋
』
巻
第
一
、

孟
春
紀
第
一
、
本
生
）

と
こ
ろ
が
、
現
在
の
支
配
者
の
な
か
に
は
、
こ
の
こ
と
に
違
犯
し
て
い
る
人

が
多
い
。
例
え
ば
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。

け
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
春
に
は
木
徳
に
そ
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
も
し
こ
の
時
期
に
、
夏
の
火
徳
に
し
た
が
っ

た
り
、
秋
の
金
徳
を
ほ
ど
こ
し
た
り
、
冬
の
水
徳
を
行
な
っ
た
り
し
た
な
ら
ば
、

そ
れ
は
、
天
の
道
を
乱
す
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
天
は
、
こ
こ
に
示
す
よ

、
フ
な
種
々
の
「
わ
ざ
わ
い
」
を
降
す
こ
と
に
な
る
。

こ
の
章
に
お
い
て
は
、
古
代
中
国
に
お
い
て
、
人
間
や
社
会
が
拠
る
べ
き
も

の
と
し
て
、
ど
の
よ
、
フ
な
も
の
を
想
定
し
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

見
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
そ
れ
は
、
天
体
の
運
動
に
対
応
し
て
お
こ

る
、
陰
陽
五
行
の
あ
り
方
に
同
化
し
、
そ
れ
と
一
体
化
す
る
こ
と
を
理
想
と
す

る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

○
今
、
世
の
惑
主
、
官
を
多
く
し
て
、
反
っ
て
以
て
生
を
害
す
る
は
、
則
ち

爲
す
と
こ
ろ
を
失
ひ
て
こ
れ
を
立
つ
る
な
り
。
こ
れ
を
臂
ふ
れ
ば
、
兵
を

修
む
る
も
の
の
、
以
て
志
に
修
（
そ
な
）
ふ
る
が
若
き
な
り
。
今
、
兵
を

修
め
て
、
反
っ
て
以
て
自
ら
攻
む
る
は
、
則
ち
ま
た
爲
す
と
こ
ろ
を
失
ひ

て
こ
れ
を
修
む
る
な
り
。
（
今
世
之
惑
主
、
多
官
而
反
以
害
生
、
則
失
所
爲

立
之
美
、
髻
之
、
若
修
兵
者
以
備
志
也
、
今
修
兵
而
反
以
自
攻
、
則
亦
失

所
爲
修
之
美
１
『
呂
氏
春
秋
』
巻
第
一
、
孟
春
紀
第
一
、
本
生
）

⑳

天
子
も
ふ
く
め
て
、
諸
侯
な
ど
、
当
時
の
支
配
者
の
う
ち
、
「
為
す
と
こ
ろ
を

失
っ
て
い
る
」
人
物
の
こ
と
を
、
こ
こ
で
は
「
惑
主
」
と
表
現
し
て
い
る
。
こ

の
「
為
す
と
こ
ろ
を
失
う
」
と
い
う
こ
と
は
、
天
の
法
則
に
従
わ
な
い
こ
と
を

⑳

い
い
、
こ
こ
で
は
具
体
的
に
は
官
制
や
兵
制
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
著
し
い
こ
と

を
批
難
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
方
面
ば
か
り
で
は
な
く
、

身
近
か
な
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
に
ふ
れ
る
こ
と
も
、
や
は
り
「
惑
主
」
の
な

し
わ
ざ
と
し
て
、
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

○
貴
富
に
し
て
道
を
知
ら
ず
、
適
足
も
っ
て
患
を
な
す
は
、
貧
賤
な
る
に
如

か
ず
。
貧
賎
の
物
を
致
す
や
難
し
。
こ
れ
を
過
さ
ん
と
欲
す
と
錐
も
、
な

ん
ぞ
由
ら
ん
。
出
づ
る
に
は
則
ち
車
を
以
て
し
、
入
る
に
は
則
ち
薑
を
以

て
し
、
務
め
て
以
て
自
ら
供
す
、
こ
れ
を
命
け
て
招
楚
の
機
と
日
ふ
。
肥

肉
厚
酒
、
務
め
て
以
て
自
ら
彊
ふ
。
こ
れ
を
命
け
て
燗
腸
の
食
と
日
ふ
。

塵
曼
皓
歯
、
鄭
衞
の
音
、
務
め
て
以
て
自
ら
樂
し
む
。
こ
れ
を
命
け
て
伐

性
の
斧
と
日
ふ
。
三
患
は
貴
富
の
致
す
と
こ
ろ
な
り
。
故
に
古
（
い
に
し

へ
）
の
人
、
貴
富
な
る
を
肯
ぜ
ざ
り
し
も
の
あ
り
。
生
を
重
ん
ず
る
に
由

り
て
の
故
な
り
。
害
る
に
名
を
以
て
す
る
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
そ
の
實
を

爲
せ
る
な
り
。
（
貴
富
而
不
知
道
、
邇
足
以
爲
患
、
不
如
貧
賎
、
貧
賎
之
致

一

○
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物
也
難
、
雛
欲
過
之
実
由
、
出
則
以
車
、
入
則
以
葦
、
務
以
自
供
、
命
之

日
招
整
之
機
、
肥
肉
厚
酒
務
以
自
彊
、
命
之
日
燗
腸
之
食
、
摩
曼
皓
歯
、

鄭
衞
之
音
、
務
以
自
樂
、
命
之
日
伐
性
之
斧
、
三
患
者
、
貴
富
之
所
致
也
、

故
古
之
人
、
有
不
肯
貴
富
者
美
、
由
重
生
故
也
、
非
脊
以
名
也
、
爲
其
實

也
Ｉ
『
呂
氏
春
秋
』
巻
第
一
、
孟
春
紀
第
一
、
本
生
）

富
貴
も
適
度
の
も
の
で
あ
れ
ば
問
題
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
に

の
べ
る
よ
う
に
、
そ
れ
を
貧
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
広
い
意
味
で
、
天
の

法
則
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
生
命
を
重
ん
ず
る
者
の
、
す
る
こ
と
で

は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
の
ち
に
ふ
れ
る
よ
う
に
、
生
命
を
重
視
す
る
こ
と
は
、

天
の
法
則
に
し
た
が
う
、
大
き
な
部
分
を
な
す
の
で
あ
る
か
ら
。
と
こ
ろ
で
、

こ
こ
で
は
、
貴
富
を
貧
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
三
つ
の
不
都
合
を
、
三
患
の

名
で
呼
ん
で
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
車
な
ど
の
乗
り
も
の
に
た
よ
り
す
ぎ
て
足
を

弱
ら
せ
て
し
ま
う
「
招
蟹
の
機
」
、
美
食
に
よ
っ
て
体
を
そ
こ
な
っ
て
し
ま
う
「
燗

腸
の
食
」
、
色
欲
や
淫
塵
な
音
楽
に
ふ
け
り
、
肉
体
や
精
神
を
狂
わ
せ
て
し
ま
う

「
伐
性
の
斧
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
「
惑
主
」
の
お
ち
い
り
や
す
い
患
い
で
あ

る
。
で
は
、
こ
う
し
た
三
患
を
避
け
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
心
が
ま
え
が
必
要

で
あ
る
、
フ
か
。

○
今
こ
こ
に
聲
あ
り
。
耳
こ
れ
を
蕊
く
は
、
必
ら
ず
懐
（
こ
こ
ろ
よ
）
け
れ

ば
な
り
。
已
に
こ
れ
を
蕊
き
て
、
則
ち
人
を
し
て
聲
せ
し
む
れ
ば
、
必
ら

ず
鶏
か
じ
。
こ
こ
に
色
あ
り
。
目
こ
れ
を
視
る
は
、
必
ら
ず
懐
け
れ
ば
な

り
。
已
に
こ
れ
を
視
て
、
則
ち
人
を
し
て
盲
せ
し
む
れ
ば
、
必
ら
ず
視
じ
。

こ
こ
に
味
あ
り
。
口
こ
れ
を
食
ふ
は
、
必
ら
ず
懐
け
れ
ば
な
り
。
已
に
こ

れ
を
食
ひ
て
、
則
ち
人
を
し
て
瘤
せ
し
む
れ
ば
、
必
ら
ず
食
は
じ
。
こ
の

故
に
、
聖
人
の
聲
色
滋
味
に
お
け
る
や
、
性
に
利
あ
れ
ば
則
ち
こ
れ
を
取

狂
気
か
ら
正
気
へ
（
久
富
木
成
大
）

り
、
性
に
害
あ
れ
ば
則
ち
こ
れ
を
舍
つ
。
こ
れ
性
に
全
（
し
た
が
）
ふ
の

道
な
り
。
（
今
有
聲
於
此
、
耳
鶏
之
必
係
、
已
蕊
之
則
使
人
聲
、
必
弗
鶏
、

有
色
於
此
、
目
視
之
必
懐
、
已
視
之
則
使
人
盲
、
必
弗
視
、
有
味
於
此
、

口
食
之
必
嫌
、
已
食
之
則
使
人
瘤
、
必
弗
食
、
是
故
聖
人
之
於
聲
色
滋
味

也
、
利
於
性
則
取
之
、
害
於
性
則
舍
之
、
此
全
性
之
道
也
Ｉ
『
呂
氏
春
秋
』

巻
第
一
、
孟
春
紀
第
一
、
本
生
）

「
惑
主
」
に
対
す
る
に
、
こ
こ
で
は
「
聖
人
」
を
も
っ
て
す
る
。
両
者
の
相

違
は
、
「
性
」
に
つ
い
て
の
認
識
が
あ
る
か
ど
う
か
に
あ
る
。
聖
人
に
は
、
「
性
」

に
つ
い
て
の
認
識
が
完
全
に
そ
な
わ
り
、
そ
の
た
め
に
「
性
に
利
あ
れ
ば
則
ち

こ
れ
を
取
り
、
性
に
害
あ
れ
ば
則
ち
こ
れ
を
す
つ
」
、
と
い
う
生
き
方
が
確
立
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
聖
人
の
こ
の
よ
う
な
生
き
方
を
、
ま
た
以
下

の
よ
、
フ
に
述
べ
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。

○
故
に
聖
人
の
萬
物
を
制
す
る
や
、
以
て
そ
の
天
に
全
（
し
た
が
）
ふ
な
り
。

天
し
た
が
へ
ば
則
ち
脚
和
し
、
目
明
ら
か
に
、
耳
聰
に
、
鼻
臭
に
、
口
敏

に
、
三
百
六
十
節
み
な
通
利
す
。
此
の
若
き
人
は
、
言
は
ず
し
て
信
に
、

謀
ら
ず
し
て
當
り
、
盧
ら
ず
し
て
得
、
精
天
地
に
通
じ
、
脚
宇
宙
を
覆
ふ
。

そ
の
物
に
お
け
る
、
受
け
ざ
る
な
き
な
り
。
裏
（
つ
つ
）
ま
ざ
る
な
き
な

り
。
天
地
の
ご
と
く
然
り
。
上
は
天
子
と
な
り
て
鰭
ら
ず
、
下
は
匹
夫
と

爲
り
て
悟
（
も
だ
）
え
ず
。
こ
れ
を
こ
れ
全
徳
の
人
と
謂
ふ
。
（
故
聖
人
之

制
萬
物
也
、
以
全
其
天
也
、
天
全
則
榊
和
美
、
目
明
美
、
耳
聰
美
、
鼻
臭

美
、
口
敏
美
、
三
百
六
十
節
皆
通
利
美
、
若
此
人
者
、
不
言
而
信
、
不
謀

而
當
、
不
盧
而
得
、
精
邇
乎
天
地
、
榊
覆
乎
宇
宙
、
其
於
物
無
不
受
也
、

無
不
裏
也
、
若
天
地
然
、
上
爲
天
子
而
不
鰭
、
下
爲
匹
夫
而
不
悟
、
此
之

謂
全
徳
之
人
Ｉ
『
呂
氏
春
秋
』
巻
第
一
、
孟
春
紀
第
一
、
本
生
）

一
一
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聖
人
は
、
万
物
を
治
め
る
の
に
、
天
に
し
た
が
っ
て
治
め
る
と
、
こ
こ
に
は

い
っ
て
い
る
。
で
は
、
「
天
に
し
た
が
う
」
と
い
、
フ
の
は
、
具
体
的
に
は
ど
う
い

、
う
こ
と
で
あ
る
毒
フ
か
。
そ
の
ま
え
に
、
こ
こ
で
い
う
、
「
天
」
と
い
、
フ
こ
と
ば
の

意
味
を
確
か
め
て
お
き
た
い
。

○
天
と
い
、
７
の
は
、
天
が
人
に
与
え
た
も
の
を
指
す
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
天

性
と
生
命
と
で
あ
る
。
（
天
、
指
天
所
賦
於
人
者
、
即
天
性
與
生
命
Ｉ
陳
奇

猷
『
呂
氏
春
秋
校
鐸
』
二
三
頁
、
注
四
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
天
が
万
物
を
つ
く
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
と
き
、
天
が
分

身
と
し
て
の
万
物
そ
れ
ぞ
れ
に
分
け
与
え
た
も
の
を
、
天
と
い
う
。
そ
う
し
て
、

そ
の
万
物
の
う
ち
、
人
間
は
、
天
か
ら
天
そ
の
も
の
の
性
質
と
生
命
と
を
分
け

与
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
だ
か
ら
、
「
天
に
し
た
が
う
」
と
い
う
こ
と
は
、
天

の
あ
た
え
た
、
天
の
性
質
と
生
命
と
を
、
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
う
し
て
、
そ
れ
は
、
結
果
的
に
天
と
一
体
化
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
あ
る
い

は
、
天
そ
の
も
の
に
な
り
き
る
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
に
い
、
フ
よ

う
に
、
そ
の
人
の
精
神
は
な
ご
や
か
と
な
り
、
目
は
よ
く
み
え
、
耳
は
よ
く
聞

こ
え
、
鼻
は
よ
く
か
ぎ
わ
け
、
口
は
よ
く
話
せ
る
よ
う
に
な
り
、
骨
は
な
め
ら

か
に
動
く
よ
雪
フ
に
な
る
。
こ
、
う
な
る
と
、
口
を
つ
い
て
出
る
言
葉
は
、
自
然
に
、

聞
く
人
に
信
頼
さ
れ
、
す
る
こ
と
は
す
べ
て
受
け
入
れ
ら
れ
、
自
分
で
は
ま
た
、

万
事
を
苦
も
な
く
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
な
る

の
で
あ
る
壱
フ
か
。
そ
れ
は
、
自
分
が
天
と
一
体
化
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
の

作
っ
た
、
万
物
と
も
一
体
化
す
る
こ
と
を
、
な
し
え
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ

竜
フ
な
状
態
を
、
右
の
文
章
で
は
、
「
天
地
の
ご
と
く
然
り
」
と
い
、
フ
。
こ
れ
は
、

自
分
が
天
か
、
天
が
自
分
か
と
い
う
ぐ
あ
い
に
一
体
化
し
て
い
る
こ
と
を
指
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
で
あ
れ
ば
、
天
子
、
匹
夫
と
い
う
身
分
を
も
す

で
に
超
越
し
、
こ
こ
に
い
う
よ
う
に
、
た
だ
「
全
徳
の
人
」
と
し
か
い
い
よ
う

の
な
い
存
在
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
が
、
聖
人

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
聖
人
は
、
性
に
対
す
る
認
識
が
確
立
し

て
お
り
、
「
性
に
全
（
し
た
）
が
、
７
」
人
で
あ
る
と
、
前
に
の
べ
た
。
ま
た
そ
の

あ
と
で
、
「
天
に
全
（
し
た
）
が
、
フ
」
人
で
あ
る
と
も
い
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
は
結
局
同
じ
こ
と
で
、
天
地
と
完
全
に
一
体
化
し
た
聖
人
の
生
き
方
を
、
別

の
い
い
方
で
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
聖
人
は
、
性
に
つ
い
て
深
い
認
識
を
も
ち
、

そ
れ
と
一
体
化
し
て
い
る
人
で
あ
る
と
い
、
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
で
は
、
そ
の

性
と
い
わ
れ
る
も
の
は
、
ど
の
よ
う
な
特
質
を
そ
な
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

し
ば
ら
く
考
え
て
み
た
い
。

○
そ
れ
水
の
性
は
清
け
れ
ど
も
、
土
の
こ
れ
を
扣
（
に
ご
）
ら
す
が
故
に
清

き
を
得
ず
。
人
の
性
は
壽
（
い
の
ち
な
が
）
け
れ
ど
も
、
物
の
こ
れ
を
扣

ら
す
が
故
に
壽
き
を
得
ず
。
（
夫
水
之
性
情
、
土
者
扣
之
、
故
不
得
清
、
人

之
性
壽
、
物
者
扣
之
、
故
不
得
壽
Ｉ
『
呂
氏
春
秋
』
巻
第
一
、
孟
春
紀
第

一
、
本
生
）

さ
き
に
、
性
と
は
、
天
が
分
身
と
し
て
の
人
間
に
あ
た
え
た
と
こ
ろ
の
、
天

そ
の
も
の
の
性
質
で
あ
る
と
、
述
べ
て
お
い
た
。
そ
の
た
め
、
性
そ
の
も
の
は
、

本
来
的
に
は
欠
点
の
無
い
、
い
わ
ば
濁
り
の
な
い
清
水
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

は
ず
の
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
清
水
も
泥
土
に
よ
っ
て
濁
さ
れ
る
よ
う
に
、

現
実
に
は
性
も
完
全
無
欠
な
も
の
と
し
て
は
存
在
し
な
い
こ
と
が
多
い
。
そ
れ

は
、
〃
物
〃
が
原
因
と
な
っ
て
、
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
と
、
右
に

引
い
た
文
章
で
は
い
、
フ
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
し
ば
ら
く
『
呂
氏
春
秋
』
の

い
う
と
こ
ろ
を
聞
こ
う
。

一
一
一
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○
物
な
る
も
の
は
、
性
を
養
ふ
ゆ
え
ん
な
り
。
性
の
養
ふ
ゆ
え
ん
に
あ
ら
ざ

る
な
り
。
今
世
の
人
、
惑
へ
る
も
の
は
、
多
く
性
を
以
て
物
を
養
ふ
。
則

ち
輕
重
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
輕
重
を
知
ら
ず
ん
ば
、
則
ち
重
き
も
の
を
輕

し
と
な
し
、
輕
き
も
の
を
重
し
と
な
す
。
此
の
若
く
ば
、
則
ち
動
く
ご
と

に
敗
れ
ざ
る
は
な
し
。
こ
れ
を
以
て
君
と
な
れ
ば
惇
（
も
と
）
り
、
こ
れ

を
以
て
臣
と
な
れ
ば
凱
し
、
こ
れ
を
以
て
子
と
な
れ
ば
狂
す
。
三
つ
の
も

の
國
に
一
つ
あ
ら
ば
、
幸
な
く
ば
必
ら
ず
亡
び
ん
。
（
物
也
者
所
以
養
性
也
、

非
所
以
性
養
也
、
今
世
之
人
、
惑
者
多
以
性
養
物
、
則
不
知
輕
重
也
、
不

知
輕
重
、
則
重
者
爲
輕
、
輕
者
爲
重
美
、
若
此
則
毎
動
無
不
敗
、
以
此
爲

君
惇
、
以
此
爲
臣
凱
、
以
此
爲
子
狂
、
三
者
國
有
一
焉
、
無
幸
必
亡
Ｉ
『
呂

氏
春
秋
』
巻
第
一
、
孟
春
紀
第
一
、
本
生
）

こ
の
文
章
の
内
容
を
考
え
る
に
さ
き
だ
っ
て
、
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
、

〃
物
″
と
い
う
こ
と
ば
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
内
容
を
も
つ

の
か
を
考
え
て
お
こ
う
。

○
高
誘
が
注
を
加
え
て
い
う
。
物
と
は
、
金
銭
や
物
品
の
こ
と
で
、
人
間
を

養
う
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
世
人
は
そ
れ
を
貧
っ
た
り
、
逆
に

過
度
に
制
約
し
た
り
し
て
、
か
え
っ
て
自
分
自
身
を
傷
め
つ
け
て
し
ま
っ

て
い
る
…
…
と
。
陳
奇
猷
が
考
え
る
に
、
…
…
。
：
物
と
は
、
自
分
以
外
の

一
切
の
物
を
さ
し
、
金
銭
や
物
品
だ
け
で
な
く
、
犬
や
馬
や
音
樂
や
美
人

な
ど
、
す
べ
て
を
い
う
。
高
誘
の
よ
う
に
、
金
銭
や
役
に
立
つ
物
品
だ
と

い
う
の
は
、
せ
ま
く
限
定
し
す
ぎ
て
い
る
。
人
間
の
性
質
を
凱
し
、
長
生

で
き
な
い
よ
う
に
さ
せ
る
の
は
、
ど
う
し
て
、
金
銭
や
役
に
立
つ
物
品
だ

け
で
あ
ろ
う
か
。
故
に
下
文
に
、
性
を
害
す
る
の
聲
色
滋
味
は
則
ち
こ
れ

を
舍
つ
、
と
い
う
。
（
高
注
、
物
者
、
貨
賄
、
所
以
養
人
也
、
世
人
貧
欲
過

狂
気
か
ら
正
気
へ
（
久
富
木
成
大
）

制
者
、
多
所
取
禍
、
．
：
…
…
奇
猷
案
…
．
：
…
物
、
指
一
切
外
物
、
貨
賄
之

外
、
狗
馬
聲
色
均
是
、
高
僅
云
貨
賄
、
取
義
過
狹
、
蓋
凱
人
之
性
、
傷
人

之
壽
者
、
何
止
於
貨
賄
而
已
、
故
下
文
言
、
害
於
性
之
聲
色
滋
味
則
舍
之

也
Ｉ
『
呂
氏
春
秋
校
鐸
』
二
四
頁
、
注
一
二
）

『
呂
氏
春
秋
』
の
、
最
も
古
い
訓
解
を
の
こ
し
た
、
後
漢
の
高
誘
は
、
〃
物
″

に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
、
フ
に
い
、
フ
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
人
間
の
欲
望
を
刺
激
し

て
乱
し
、
長
生
き
で
き
な
い
よ
う
に
さ
せ
る
こ
と
の
多
い
、
金
銭
や
物
品
の
こ

と
で
あ
る
、
と
。
こ
れ
に
対
し
て
、
陳
奇
猷
は
、
自
分
以
外
の
す
べ
て
の
存
在

を
〃
物
〃
で
あ
る
と
考
え
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
陳
奇
猷
も
、
「
（
聖
人
は
）

⑳

性
を
害
す
る
の
聲
色
滋
味
は
則
ち
こ
れ
を
す
つ
、
と
下
文
に
い
う
」
と
い
っ
て

い
る
よ
う
に
、
聲
色
滋
味
と
い
う
よ
う
な
も
の
も
、
性
に
か
か
わ
り
を
も
つ
の

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
高
誘
の
よ
う
に
、
「
貨
賄
」
だ
け
に
限
る
の
は
、
や
は
り

狭
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・
陳
説
を
是
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、

〃
性
〃
は
、
〃
物
〃
と
の
関
係
に
お
い
て
、
微
妙
な
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

わ
か
る
の
で
あ
る
。
そ
、
フ
し
て
、
こ
こ
で
は
、
〃
性
〃
と
〃
物
″
と
の
軽
重
を
正

し
く
認
識
し
て
、
両
者
に
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、

〃
性
″
は
重
く
、
〃
物
″
は
軽
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
〃
物
″
は
〃
性
〃

を
養
う
た
め
に
の
み
あ
る
の
で
あ
り
、
決
し
て
、
そ
の
逆
は
あ
り
え
な
い
の
で

あ
る
と
、
こ
こ
で
は
い
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
そ
の
よ
、
フ
な
、
逆

の
こ
と
を
す
る
人
が
お
り
、
そ
の
行
為
を
、
「
性
で
物
を
養
う
」
と
表
現
し
て
い

る
。
そ
れ
は
具
体
的
に
は
、
自
分
の
身
を
す
り
へ
ら
し
て
ま
で
財
貨
を
貯
え
よ

う
と
し
た
り
、
美
味
声
色
の
た
め
に
身
を
亡
ぼ
し
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
を
指

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
、
フ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
行
為
を
、
君
主
の
場
合
に
は

「
惇
」
、
臣
に
は
「
乱
」
、
子
に
つ
い
て
は
「
狂
」
と
、
右
に
引
い
た
文
章
で
は

一
一
一
一
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い
う
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
「
惇
」
・
「
乱
」
・
「
狂
」
の
う
ち
、
ど
れ
か
一
つ
で
も

国
に
あ
れ
ば
、
そ
の
国
は
亡
ん
で
し
ま
う
と
ま
で
極
言
し
て
い
る
。

天
と
一
体
化
し
て
生
き
る
こ
と
、
こ
れ
は
聖
王
の
生
き
方
で
あ
っ
た
。
一
方
、

性
に
つ
い
て
の
認
識
が
確
立
し
て
い
る
の
が
聖
人
で
あ
っ
た
。
さ
き
に
引
い
た

文
章
で
は
、
「
聖
人
の
声
色
滋
味
に
お
け
る
や
、
性
に
利
あ
れ
ば
則
ち
こ
れ
を
取

り
、
性
に
害
あ
れ
ば
則
ち
こ
れ
を
す
つ
」
と
い
っ
た
。
こ
う
し
た
聖
人
の
や
り

か
た
こ
そ
、
「
物
を
以
て
性
を
養
う
」
と
い
う
こ
と
の
典
型
を
示
す
も
の
で
あ
ろ

う
。
そ
う
し
て
、
こ
こ
で
、
性
が
、
天
が
人
間
に
与
え
た
と
こ
ろ
の
、
天
の
性

質
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
す
る
と
き
、
「
物
を
以
て
性
を
養
う
」
と
い
う
、
性
に

対
す
る
理
想
的
な
対
処
の
仕
方
を
備
え
た
人
生
こ
そ
、
結
局
は
、
天
と
一
体
化

し
て
生
き
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
よ
く
理
解
で
き
る
で
あ

ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
「
物
を
以
て
性
を
養
う
」
と
い
う
生
き
方
が
よ
い
わ
け
で

あ
る
が
、
前
述
の
、
〃
三
患
″
を
生
ず
る
よ
う
な
生
き
方
は
、
「
性
も
っ
て
物
を

養
う
」
と
い
う
こ
と
に
相
当
し
、
そ
れ
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
天
に
反
す
る
生
き

方
を
と
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
ら
を
「
惇
」
「
乱
」
「
狂
」

な
ど
と
呼
び
、
国
の
亡
び
る
、
決
定
的
な
要
因
と
見
な
し
て
恐
れ
た
の
で
あ
る
。

「
性
も
っ
て
物
を
養
う
」
と
い
う
生
き
方
を
、
前
述
の
ご
と
く
い
ろ
い
ろ
に

呼
ぶ
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
特
に
、
そ
れ
を
「
狂
」
と
よ
ぶ
こ
と
の
あ
る

こ
と
に
注
目
し
た
い
。
そ
う
し
た
「
狂
」
が
、
亡
国
と
い
う
一
大
事
の
も
と
で

あ
る
と
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
『
呂
氏
春
秋
』
の
他
の
部
分
で
は
、
こ
の
「
狂
」

と
い
う
こ
と
を
、
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

○
道
と
い
ふ
も
の
は
、
こ
れ
を
覗
れ
ど
も
見
え
ず
、
こ
れ
を
蕊
け
ど
も
聞
え

ず
、
状
を
な
す
べ
か
ら
ず
。
見
え
ざ
る
を
こ
れ
見
、
聞
え
ざ
る
を
こ
れ
聞

き
、
状
な
き
を
こ
れ
状
す
る
を
知
る
も
の
あ
ら
ば
、
則
ち
こ
れ
を
知
る
に

幾
し
。
道
と
い
ふ
も
の
は
、
至
っ
て
精
な
り
、
形
を
な
す
べ
か
ら
ず
、
名

を
な
す
べ
か
ら
ず
。
彊
ひ
て
こ
れ
を
な
し
て
、
こ
れ
を
太
一
と
い
ふ
。
故

に
一
な
る
も
の
は
制
令
に
し
て
、
雨
な
る
も
の
は
從
鶏
な
り
。
先
聖
は
雨

を
澤
（
す
）
て
て
一
に
の
っ
と
る
。
こ
れ
を
以
て
萬
物
の
情
を
知
れ
り
。

故
に
能
く
一
を
も
っ
て
政
を
蕊
く
も
の
は
、
君
臣
を
樂
し
ま
せ
、
遠
近
を

和
げ
、
鶚
首
を
説
ば
せ
、
宗
親
を
合
す
。
能
く
一
を
以
て
そ
の
身
を
治
む

る
も
の
は
、
災
を
免
れ
、
そ
の
壽
を
終
へ
、
そ
の
天
を
全
う
す
。
能
く
一

を
以
て
そ
の
國
を
治
む
る
も
の
は
、
姦
邪
去
り
、
賢
者
至
り
、
大
化
を
成

す
。
能
く
一
を
以
て
天
下
を
治
む
る
も
の
は
、
寒
暑
適
し
、
風
雨
時
に
し

て
聖
人
と
な
る
。
故
に
一
を
知
れ
ば
則
ち
明
に
し
て
、
雨
を
明
ら
か
に
す

れ
ば
則
ち
狂
な
り
。
（
道
也
者
、
覗
之
不
見
、
蕊
之
不
聞
、
不
可
爲
状
、
有

知
不
見
之
見
、
不
聞
之
聞
、
無
状
之
状
者
、
則
幾
於
知
之
美
、
道
也
者
至

精
也
、
不
可
爲
形
、
不
可
爲
名
、
彊
爲
之
、
謂
之
太
一
、
故
一
也
者
制
令
、

雨
者
從
鶉
、
先
聖
澤
雨
法
一
、
以
是
知
萬
物
之
情
、
故
能
以
一
鶏
政
者
、

樂
君
臣
、
和
遠
近
、
説
鶚
首
、
合
宗
親
、
能
以
一
治
其
身
者
、
莵
於
災
、

終
其
壽
、
全
其
天
、
能
以
一
治
其
國
者
、
姦
邪
去
、
賢
者
至
、
成
大
化
、

能
以
一
治
天
下
者
、
寒
暑
逼
、
風
雨
時
、
爲
聖
人
、
故
知
一
則
明
、
明
雨

則
狂
Ｉ
『
呂
氏
春
秋
』
巻
第
五
、
仲
家
紀
第
五
、
大
樂
）

こ
こ
は
、
老
荘
の
、
い
わ
ゆ
る
「
道
」
を
ふ
ま
え
て
論
を
す
す
め
て
い
る
が
、

今
は
そ
れ
に
は
た
ち
入
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
天
地
を
つ
ら
ぬ
く
絶
対
的
真
理

を
、
か
り
に
こ
こ
で
は
「
一
」
で
あ
ら
わ
し
、
そ
れ
と
対
応
す
る
、
相
対
的
で
、

形
而
下
の
「
物
」
の
世
界
の
こ
と
を
、
「
両
」
で
示
し
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
「
先

聖
は
両
を
す
て
て
、
一
に
の
っ
と
る
」
、
「
能
く
一
を
以
て
天
下
を
治
む
る
も
の

は
、
寒
暑
適
し
、
風
雨
時
に
し
て
、
聖
人
と
な
る
。
故
に
一
を
知
れ
ば
明
」
と

一
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い
、
フ
。
一
方
、
「
両
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
則
ち
狂
な
り
」
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
天
と
一
体
化
し
、
そ
の
原
理
に
従
う
も
の
を
、
や
は
り
こ
こ
で
も
聖

人
の
名
で
呼
ん
で
い
る
。
ま
た
、
天
と
一
体
化
せ
ず
、
相
対
的
な
、
各
個
の
〃
物
〃

の
原
理
に
引
き
ず
ら
れ
た
生
き
方
を
、
こ
こ
で
は
「
狂
」
の
名
で
あ
ら
わ
し
て

い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
い
う
「
両
を
明
ら
か
に
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
、

陳
奇
猷
は
具
体
的
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
し
た
。

○
雨
を
明
か
に
す
る
と
は
、
臣
を
尊
ん
で
、
絶
対
的
な
地
位
に
あ
る
は
ず
の

君
と
、
同
一
視
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
君
臣
の
別
と
い
う
こ
と

が
輕
ん
じ
ら
れ
、
國
内
が
乱
れ
る
。
だ
か
ら
、
雨
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
則

ち
狂
な
り
と
、
い
う
の
で
あ
る
。
上
文
に
、
先
聖
は
雨
を
す
っ
と
い
う
の

も
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
狂
と
は
凱
そ
の
も
の
だ
と
い
え

よ
う
。
（
明
雨
是
尊
臣
以
擬
君
、
君
臣
無
別
、
君
臣
無
別
則
凱
、
故
日
明
雨

則
狂
、
故
上
文
云
先
聖
揮
雨
也
、
狂
猶
凱
也
Ｉ
『
呂
氏
春
秋
校
鐸
』
二
六

五
頁
、
注
四
八
）

天
と
一
体
化
し
な
い
こ
と
、
そ
れ
は
ま
た
「
性
も
っ
て
物
を
養
う
」
と
い
う

い
い
方
も
で
き
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
、
フ
し
た
生
き
方
は
、
「
狂
」
と
よ
ば
れ
、
そ

れ
は
あ
ら
ゆ
る
い
み
で
「
乱
」
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
国
に
一
つ
の
「
狂
」
が

あ
れ
ば
国
が
乱
れ
、
亡
国
に
お
ち
い
る
と
信
じ
ら
れ
、
恐
れ
ら
れ
て
い
た
。
し

た
が
っ
て
、
当
時
の
治
者
た
ち
に
は
、
こ
の
狂
気
の
克
服
が
、
他
の
何
事
に
も

増
し
て
、
大
き
な
課
題
と
し
て
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

四
得
時
の
嘉
穀
と
四
時

す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
君
主
は
、
例
え
ば
春
に
は
、
木
徳
に
従
っ
て
行
動

狂
気
か
ら
正
気
へ
（
久
富
木
成
大
）

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
君
主
の
行
為
の
一
つ
に
、
農

事
へ
の
参
加
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
籍
田
の
儀
式
な
ど
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
多
く
が
象
徴
的
で
形
式
的
な
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
通
じ
て
、

木
徳
の
一
つ
で
あ
る
、
天
の
万
物
生
育
の
意
志
に
沿
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
目
的
は
、
そ
こ
に
の
み
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な

か
っ
た
。

○
天
子
は
、
親
ら
諸
侯
を
率
ゐ
、
帝
の
籍
田
を
耕
し
、
大
夫
士
み
な
功
業
あ

り
。
こ
の
故
に
時
の
務
（
つ
と
め
）
に
當
り
て
は
、
農
は
國
に
見
ら
れ
ず
、

以
て
民
に
地
の
産
を
尊
ぶ
を
教
ふ
る
な
り
。
后
妃
は
九
嬉
を
率
ゐ
、
郊
に

蕊
し
、
公
田
に
桑
す
。
こ
れ
を
以
て
、
春
秋
冬
夏
、
み
な
麻
菓
絲
繭
の
功

あ
り
。
以
て
婦
教
を
力
む
る
な
り
。
こ
の
故
に
丈
夫
は
織
ら
ず
し
て
き
、

婦
人
は
耕
さ
ず
し
て
食
ひ
、
男
女
功
を
貿
へ
て
以
て
長
生
す
。
こ
れ
聖
人

の
制
な
り
。
（
天
子
親
率
諸
侯
、
耕
帝
籍
田
、
大
夫
士
皆
有
功
業
、
是
故
當

時
之
務
、
農
不
見
干
國
以
教
民
尊
地
産
也
、
后
妃
率
九
嬢
、
霊
於
郊
、
桑

於
公
田
、
是
以
春
秋
冬
夏
、
皆
有
嚇
菓
絲
繭
之
功
、
以
力
婦
教
也
、
是
故

丈
夫
不
織
而
衣
、
婦
人
不
耕
而
食
、
男
女
貿
功
以
長
生
、
此
聖
人
之
制
Ｉ

『
呂
氏
春
秋
』
巻
第
二
十
六
、
士
容
論
第
六
、
上
農
）

こ
の
よ
う
に
、
天
子
は
率
先
し
て
農
業
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
。
天
子
が
農

業
を
重
視
す
る
理
由
は
、
一
般
的
に
い
っ
て
、
三
つ
の
こ
と
を
数
え
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
第
一
は
経
済
的
見
地
か
ら
す
る
も
の
で
、
食
料
生
産

に
農
業
が
直
結
す
る
と
こ
ろ
の
、
主
要
な
産
業
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
は

こ
こ
に
も
い
、
フ
よ
う
に
、
政
治
的
な
意
図
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
農
民
は
素

⑰

撲
で
あ
り
、
統
治
し
や
す
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
目
を
つ
け
た
の
で
あ
る
。
第
三

は
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
天
地
の
生
育
の
意
志
に
、
天
子
が
参
与
す
る
こ
と

一
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の
現
実
的
あ
り
方
が
、
農
業
に
従
事
ま
た
は
関
与
す
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
た
か

ら
で
あ
る
。
こ
の
第
三
点
に
関
連
し
て
、
こ
こ
に
引
い
た
文
章
で
は
、
「
（
農
業

に
よ
っ
て
）
以
て
、
民
に
地
の
産
を
重
ぶ
を
教
ふ
る
も
の
な
り
」
と
い
っ
て
い

る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
こ
で
、
「
関
連
云
々
」
と
い
う
こ
と
の
意
味
に
つ
い

て
は
、
後
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
て
、
さ
し
あ
た
っ
て
、
こ
の
、
「
地
の
産
」

と
い
、
フ
こ
と
ば
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
か
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

○
地
の
産
と
は
、
嘉
穀
な
り
。
（
地
産
、
嘉
穀
也
Ｉ
高
誘
注
）

「
地
の
産
」
と
は
、
わ
か
り
や
す
く
い
え
ば
、
嘉
（
よ
）
い
穀
物
と
い
う
こ

と
に
な
ろ
う
。
当
時
、
い
ろ
い
ろ
な
穀
物
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
い

う
、
嘉
穀
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た

⑳
⑳
⑳
＠

で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
『
呂
氏
春
秋
』
で
は
、
「
禾
」
・
「
黍
」
・
「
稲
」
・
「
麻
」
．

⑫
「
萩
」
・
「
麥
」
の
六
種
の
穀
物
を
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
呂
氏
春
秋
』

の
、
こ
の
部
分
で
い
う
「
嘉
穀
」
と
は
、
単
に
こ
う
し
た
穀
物
の
種
類
を
の
み

指
し
て
い
る
の
で
は
な
さ
そ
、
フ
で
あ
る
。
以
下
に
あ
げ
る
文
章
に
お
い
て
明
ら

か
と
な
る
よ
う
に
、
各
々
の
穀
物
に
は
、
栽
培
に
適
し
た
、
春
夏
秋
冬
の
、
そ

れ
ぞ
れ
固
有
の
時
と
い
う
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
そ
の
時
を
得

た
穀
物
は
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
す
ぐ
れ
て
い
る
。
「
嘉
穀
」
と
は
、
ど
う
し
て

も
、
先
ず
第
一
に
、
こ
う
し
た
「
時
を
得
」
た
穀
物
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
種
々
の
穀
物
の
よ
し
あ
し
に
つ
い
て
み
て
い
き

た
い
。○

時
を
得
る
の
禾
は
、
長
桐
長
穂
、
大
本
に
し
て
菫
殺
（
そ
）
ぐ
。
疏
機
に

し
て
穗
大
な
り
。
そ
の
粟
圓
に
し
て
薄
糠
な
り
。
そ
の
米
は
沃
多
く
し
て
、

こ
れ
を
食
へ
ば
彊
し
。
此
の
如
き
も
の
は
風
（
お
）
ち
ず
。
時
に
先
だ
つ

も
の
は
、
菫
葉
芒
を
帯
ぶ
る
に
短
衡
を
以
て
し
、
穂
は
矩
に
し
て
芳
（
か

ほ
り
）
奪
は
れ
、
粭
米
に
し
て
香
（
う
ま
）
か
ら
ず
。
時
に
後
る
る
も
の

は
、
菫
葉
芒
を
帯
び
て
末
衡
に
、
穗
閲
し
て
青
き
に
零
つ
。
枇
多
く
し
て

滿
（
み
の
）
ら
ず
。
（
得
時
之
禾
、
長
桐
長
穗
、
大
本
而
菫
殺
、
疏
機
而
穗

大
、
其
粟
圓
而
薄
糠
、
其
米
多
沃
而
食
之
彊
、
如
此
者
不
風
、
先
時
者
、

菫
葉
帯
芒
、
以
短
衡
、
穗
矩
而
芳
奪
、
粭
米
而
不
香
、
後
時
者
、
菫
葉
帯

芒
而
末
衡
、
穗
閲
而
青
零
、
多
枇
而
不
滿
Ｉ
『
呂
氏
春
秋
』
巻
第
二
十
六
、

士
容
論
第
六
、
審
時
）

季
節
に
合
っ
た
禾
（
Ｉ
あ
わ
Ｉ
粟
）
は
、
「
沃
多
く
し
て
、
こ
れ
を
食
へ
ば
つ

よ
し
」
と
い
う
よ
う
に
、
栄
養
が
豊
か
で
、
こ
れ
を
食
べ
れ
ば
体
の
養
い
に
な

り
、
体
の
中
に
精
力
が
み
な
ぎ
る
と
い
う
。
一
方
、
「
時
に
先
ん
じ
た
り
、
時
に

後
れ
た
り
し
た
」
も
の
は
、
茎
葉
そ
の
も
の
が
十
分
に
育
た
な
か
っ
た
り
、
実

ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
も
し
実
っ
た
に
し
て
も
、
香
味
に
欠
け
る
と
い
う
。

で
は
、
つ
ぎ
に
黍
（
Ｉ
も
ち
き
び
）
に
つ
い
て
み
て
み
よ
、
フ
。

○
時
を
得
る
の
黍
は
、
芒
菫
に
し
て
下
に
徴
（
も
と
）
め
、
穗
芒
に
し
て
以

て
長
く
、
傳
米
に
し
て
薄
糠
、
こ
れ
を
舂
（
う
す
つ
く
）
こ
と
や
す
ぐ
し⑬

て
、
こ
れ
を
食
ふ
に
、
環
（
あ
）
か
ず
し
て
香
し
。
此
の
如
き
も
の
は
、
飴

（
い
）
せ
ず
。
時
に
先
だ
つ
も
の
は
、
大
本
に
し
て
華
菫
、
殺
（
そ
）
ぎ

て
遂
（
な
）
ら
ず
、
葉
嵩
短
穗
な
り
。
時
に
後
る
る
も
の
は
、
小
菫
に
し

て
廓
長
く
、
短
穗
に
し
て
厚
糠
、
小
米
鉗
（
け
ん
）
し
て
香
（
う
ま
）
か

ら
ず
。
（
得
時
之
黍
、
芒
菫
而
徴
下
、
穗
芒
以
長
、
榑
米
而
薄
糠
、
舂
之
、

易
而
食
之
不
環
而
香
、
如
此
者
不
飴
、
先
時
者
、
大
本
而
華
菫
、
殺
而
不

遂
、
葉
嵩
短
穗
、
後
時
者
、
小
菫
而
臓
長
、
短
穗
而
厚
糠
、
小
米
鉗
而
不

香
ｌ
『
呂
氏
春
秋
』
巻
第
二
十
六
、
士
容
論
第
六
、
審
時
）

「
時
を
得
」
た
黍
は
、
長
く
貯
蔵
し
て
も
味
が
か
わ
ら
ず
、
美
味
で
あ
る
。

一
一
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「
時
」
に
は
ず
れ
た
も
の
は
、
よ
く
育
た
ず
、
味
も
わ
る
い
と
い
う
。

つ
ぎ
に
、
稲
に
つ
い
て
の
べ
よ
ミ
フ
。

○
時
を
得
る
の
稲
は
、
大
本
に
し
て
菫
葆
し
、
長
桐
疏
機
、
穗
は
馬
尾
の
如

く
、
大
粒
し
て
芒
な
く
、
傳
米
に
し
て
薄
糠
、
こ
れ
を
舂
く
こ
と
易
く
し

て
、
こ
れ
を
食
ひ
て
香
し
。
此
の
如
き
も
の
は
盆
せ
ず
。
時
に
先
だ
つ
も

の
は
、
本
大
に
し
て
菫
葉
格
對
し
、
短
桐
短
穗
、
多
枇
厚
糠
、
薄
米
に
し

て
芒
多
し
。
時
に
後
る
る
も
の
は
繊
菫
に
し
て
滋
か
ら
ず
。
厚
糠
に
し
て

枇
多
く
、
庭
辞
米
に
し
て
侍
む
を
得
ず
。
定
ま
り
て
熟
し
、
天
を
叩
ぎ
て

死
す
。
（
得
時
之
稲
、
大
本
而
菫
葆
、
長
桐
疏
機
、
穗
如
馬
尾
、
大
粒
無
芒
、

傳
米
而
薄
糠
、
舂
之
易
而
食
之
香
、
如
此
者
、
不
盆
、
先
時
者
、
本
大
而

菫
葉
格
對
、
短
桐
短
穗
、
多
枇
厚
糠
、
薄
米
多
芒
、
後
時
者
、
繊
菫
而
不

滋
、
厚
糠
多
枇
、
庭
辞
米
不
得
侍
、
定
熟
、
叩
天
而
死
Ｉ
『
呂
氏
春
秋
』

巻
第
二
十
六
、
士
容
論
第
六
、
審
時
）

や
は
り
、
時
に
合
っ
た
稲
は
よ
く
育
ち
、
香
味
と
い
う
点
で
も
す
ぐ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
時
を
失
っ
た
も
の
は
、
育
ち
も
わ
る
く
、
味
も
よ
く
な
い
。

つ
ぎ
に
麻
（
Ｉ
う
る
ち
き
び
）
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。

○
時
を
得
る
の
麻
は
、
必
ら
ず
芒
は
以
て
長
く
、
疏
節
に
し
て
色
陽
に
、
小

本
に
し
て
菫
堅
く
、
厚
某
以
て
均
し
く
、
後
れ
て
熟
す
る
は
榮
（
は
な
）

多
く
、
日
夜
分
れ
て
復
た
生
ず
。
此
の
如
き
も
の
は
蛭
せ
ず
。
（
得
時
之
臓
、

必
芒
以
長
、
疏
節
而
色
陽
、
小
本
而
菫
堅
厚
菓
以
均
、
後
熟
多
榮
、
日

夜
分
復
生
、
如
此
者
不
蟆
Ｉ
『
呂
氏
春
秋
』
巻
第
二
十
六
、
士
容
論
第
六
、

審
時
）

麻
に
つ
い
て
の
記
述
は
簡
単
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
い
う
「
後
熟
」
は
、

⑭

晩
生
の
種
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
す
る
説
が
あ
る
。

狂
気
か
ら
正
気
へ
（
久
富
木
成
大
）

寂
（
ｌ
ま
め
）
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。

○
時
を
得
る
の
萩
は
、
長
菫
に
し
て
短
足
、
そ
の
英
（
さ
や
）
二
七
以
て
族

を
爲
し
、
多
枝
數
節
に
し
て
、
葉
を
競
ひ
、
實
蕃
（
し
げ
）
り
、
大
蔵
は

則
ち
圓
く
、
小
絞
は
則
ち
樽
く
し
て
芳
を
以
て
し
、
こ
れ
を
重
と
樽
す
。

⑮

こ
れ
を
食
す
れ
ば
息
す
る
に
香
を
以
て
す
。
此
の
如
き
も
の
は
塁
せ
ず
。

時
に
先
だ
つ
も
の
は
、
必
ら
ず
長
く
し
て
蔓
を
以
て
し
、
浮
葉
疏
節
、
小

英
に
し
て
實
ら
ず
。
時
に
後
る
る
も
の
は
、
短
菫
疏
節
、
本
は
虚
に
し
て

實
ら
ず
。
（
得
時
之
藏
、
長
菫
而
短
足
、
其
莱
一
七
以
爲
族
、
多
枝
數
節
、

競
葉
蕃
實
、
大
蔵
則
圓
、
小
藏
則
傳
、
以
芳
、
穂
之
重
、
食
之
息
以
香
、

如
此
者
不
塁
、
先
時
者
、
必
長
以
蔓
、
浮
葉
疏
節
、
小
英
不
實
、
後
時
者

短
菫
疏
節
、
本
虚
不
實
Ｉ
『
呂
氏
春
秋
』
巻
第
二
十
六
、
士
容
論
第
六
、

審
時
）

時
に
合
っ
た
萩
は
、
や
は
り
茎
葉
も
、
実
も
、
十
分
に
成
長
す
る
。
そ
う
し

て
こ
れ
を
食
べ
る
と
、
人
の
気
分
を
の
び
の
び
と
さ
せ
、
香
気
も
豊
か
で
あ
る
。

さ
い
ご
に
、
麥
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
あ
る
。

○
時
を
得
る
の
麥
は
、
桐
長
く
し
て
頸
黒
く
、
二
七
以
て
行
を
な
し
て
、
薄

樵
を
服
し
、
而
し
て
赤
色
な
り
。
こ
れ
を
重
と
穂
す
。
こ
れ
を
食
へ
ば
香

を
致
し
て
以
て
息
す
。
人
を
し
て
肌
つ
や
あ
り
、
か
つ
力
あ
ら
し
む
。
此

の
如
き
も
の
は
鉤
蛆
せ
ず
。
時
に
先
だ
つ
も
の
は
、
暑
雨
未
だ
至
ら
ず
、

附
動
蜘
蛆
し
て
疾
多
し
。
そ
の
次
羊
、
節
を
以
て
す
。
時
に
後
る
る
も
の

は
、
弱
苗
に
し
て
穂
は
蒼
狼
な
り
。
薄
色
に
し
て
美
芒
な
り
。
（
得
時
之
麥
、

桐
長
而
頸
黒
、
二
七
以
爲
行
、
而
服
薄
稚
、
而
赤
色
、
稽
之
重
、
食
之
致

香
以
息
、
使
人
肌
澤
且
有
力
、
如
此
者
不
鉤
蛆
、
先
時
者
、
暑
雨
未
至
、

附
動
鉤
蛆
而
多
疾
、
其
次
羊
以
節
、
後
時
者
、
弱
苗
而
穗
蒼
狼
、
薄
色
而

一
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美
芒
Ｉ
『
呂
氏
春
秋
』
巻
第
二
十
六
、
士
容
論
第
六
、
審
時
）

こ
の
よ
う
に
、
時
節
に
合
致
し
て
栽
培
さ
れ
た
麥
は
、
や
は
り
食
す
る
人
の

気
分
を
や
わ
ら
げ
、
香
味
も
豊
か
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
そ
れ
を
食
べ
た
人
の

肌
を
な
め
ら
か
に
し
、
体
内
に
精
気
を
み
な
ぎ
ら
せ
て
く
れ
る
。
一
方
、
早
す

ぎ
た
り
、
お
そ
す
ぎ
た
り
し
て
、
栽
培
の
時
機
を
逸
し
た
も
の
は
、
虫
害
を
受

け
や
す
く
、
生
育
し
に
く
い
と
い
う
。

以
上
の
べ
て
き
た
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
「
時
を
得
」
た
穀
物
と
い
う
も
の
が
、

い
か
に
質
の
よ
い
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
よ
く
わ
か
っ
た
。
ま
さ
に
、

「
嘉
穀
」
と
は
、
こ
の
よ
う
な
穀
物
を
さ
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も

首
肯
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
天
子
は
、
こ
こ
に
い
う
よ
、
フ
な
、
「
時
を

得
」
た
作
物
、
つ
ま
り
、
種
ま
き
か
ら
収
穫
に
い
た
る
ま
で
の
全
過
程
が
、
そ

の
作
物
の
成
育
に
最
も
適
し
た
時
期
に
な
さ
れ
た
穀
物
を
、
重
ん
じ
る
こ
と
を

人
民
に
教
え
た
。
「
時
を
得
」
た
作
物
が
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
重
ん
じ
ら
れ
る
の
か

と
い
う
こ
と
を
、
更
に
考
え
て
み
た
い
。

○
時
を
得
る
の
稼
は
興
り
、
時
を
失
う
の
稼
は
約
な
り
。
菫
相
若
け
ば
、
之

を
椿
る
に
、
時
を
得
る
も
の
は
重
く
、
之
を
粟
す
る
に
量
多
し
。
粟
相
若

け
ば
、
之
を
舂
く
に
、
時
を
得
る
者
は
米
量
多
し
。
米
相
若
け
ば
、
之
を

食
ふ
に
、
時
を
得
る
者
は
磯
に
忍
ふ
。
是
の
故
に
、
時
を
得
る
の
稼
は
、

其
の
臭
（
に
ほ
ひ
）
香
し
く
、
そ
の
味
甘
く
、
そ
の
氣
さ
か
ん
な
り
。
百

日
こ
れ
を
食
へ
ば
、
耳
目
聰
明
、
心
意
叡
智
、
四
衞
彊
き
に
鍵
じ
、
姻
氣

入
ら
ず
、
身
に
苛
映
な
し
。
（
得
時
之
稼
興
、
失
時
之
稼
約
、
菫
相
若
、
構

之
得
時
者
重
、
粟
之
多
量
、
粟
相
若
、
而
舂
之
、
得
時
者
多
米
量
、
米
相

若
、
而
食
之
、
得
時
者
忍
畿
、
是
故
得
時
之
稼
、
其
臭
香
、
其
味
甘
、
其

氣
章
、
百
日
食
之
、
耳
目
聰
明
、
心
意
叡
智
、
四
衞
鍵
彊
、
姻
氣
不
入
、

身
無
苛
映
Ｉ
『
呂
氏
春
秋
』
巻
第
二
十
六
、
士
容
論
第
六
、
審
時
）

「
時
を
得
」
た
穀
物
は
、
こ
こ
に
も
の
べ
る
よ
う
に
、
収
穫
も
多
く
、
質
も

よ
い
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
そ
れ
を
食
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
体
が
強
く
な
っ

て
病
気
を
よ
せ
つ
け
な
い
・
そ
の
こ
と
を
、
さ
ら
に
具
体
的
に
、
こ
こ
で
は
「
こ

れ
を
百
日
も
食
べ
つ
づ
け
れ
ば
、
耳
は
さ
と
く
、
目
は
あ
き
ら
か
に
、
精
神
の

働
き
も
す
る
ど
く
、
手
足
の
力
も
強
く
な
る
。
そ
う
す
る
と
病
気
が
体
に
入
り

こ
め
な
く
な
り
、
身
に
災
い
が
お
よ
ば
な
い
」
と
い
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

「
時
を
得
た
」
穀
物
、
つ
ま
り
嘉
穀
は
重
ん
ず
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。
で
は
、

そ
う
し
た
穀
物
な
ど
に
は
、
ど
う
し
て
、
前
記
の
よ
う
な
効
果
が
、
そ
れ
を
食

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
得
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
行
の
『
呂
氏
春
秋
』
は
、

実
は
、
こ
の
問
い
へ
の
答
え
と
も
な
る
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
ば
に
よ
っ
て
全

篇
が
む
す
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑳

○
黄
帝
曰
く
、
四
時
の
正
し
か
ら
ざ
る
や
、
五
穀
を
正
し
く
す
べ
き
の
み
。

（
黄
帝
日
、
四
時
之
不
正
也
、
正
五
穀
而
已
美
Ｉ
『
呂
氏
春
秋
』
巻
第
二

十
六
、
士
容
論
第
六
、
審
時
）

○
五
穀
時
を
正
し
う
し
て
、
こ
れ
を
食
へ
ば
病
な
し
。
故
に
五
穀
を
正
す
の

み
と
い
ふ
。
（
五
穀
正
時
、
食
之
無
病
、
故
日
正
五
穀
而
已
Ｉ
高
誘
注
）

時
に
従
わ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
天
の
道
に
逆
ら
う
こ
と

で
あ
る
と
当
時
は
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
状
態
に
お
い
て
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
不
都
合
が
生
ず
る
。
病
気
も
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

時
に
従
わ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
病
気
な
ど
の
種
々
の

不
調
を
、
「
時
を
得
」
た
穀
物
が
、
修
正
し
て
く
れ
る
の
だ
と
、
こ
こ
に
は
い
う
。

な
ぜ
か
と
い
え
ば
、
「
時
を
得
」
た
穀
物
に
は
、
時
の
秩
序
が
、
強
力
に
凝
固
さ

せ
ら
れ
、
貯
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
、
さ
き
に
引
い
た
文
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章
の
な
か
で
は
、
「
時
を
得
る
の
稼
は
、
其
の
臭
香
し
く
、
そ
の
味
甘
く
、
そ
の

０
０
０
０
０
Ｏ

気
さ
か
ん
な
り
」
と
い
っ
て
い
た
。
時
の
秩
序
が
凝
り
固
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
、

Ｏ

こ
の
気
が
、
つ
よ
く
働
い
て
、
体
内
に
あ
る
い
ろ
い
ろ
の
不
調
や
混
乱
が
、
み

ご
と
に
整
序
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
「
時
を
得
」
た
穀
物
を
食
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
時
に
従
わ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
病
気
な
ど
も
、
自
然
に

治
り
、
天
寿
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
天
の
生
育
の
意
図
に
沿

う
こ
と
を
求
め
た
天
子
が
、
農
事
を
重
視
し
、
な
か
で
も
、
民
に
、
「
時
を
得
」

た
穀
物
を
尊
ぶ
こ
と
を
教
え
よ
う
と
し
た
の
も
、
そ
の
た
め
で
あ
っ
た
と
み
て

よ
い
。
こ
こ
に
引
い
た
よ
う
な
、
黄
帝
の
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
の
こ
と

ば
に
よ
っ
て
、
現
行
本
『
呂
氏
春
秋
』
が
し
め
く
く
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
は
、
格
別
の
注
目
が
払
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

陰
陽
五
行
の
消
長
が
、
天
体
の
動
き
を
象
徴
し
て
い
る
と
し
、
そ
れ
に
順
応

し
て
生
き
る
こ
と
を
、
陰
陽
家
た
ち
は
理
想
と
し
た
。
こ
こ
に
は
、
地
上
の
こ

と
と
し
て
の
陰
陽
五
行
に
も
と
づ
く
と
さ
れ
る
諸
々
の
現
象
を
、
絶
対
視
す
る

み
か
た
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
呂
氏
春
秋
』
が
編
纂
さ
れ
た
と
さ
れ
る

西
暦
紀
元
前
三
世
紀
の
後
半
期
に
お
い
て
、
す
ぐ
れ
た
生
き
方
と
し
て
、
「
物
を

以
て
性
を
養
う
」
と
い
う
生
き
方
が
主
張
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
生
き
方
こ
そ
、

性
、
つ
ま
り
天
が
人
間
に
分
与
し
た
性
質
を
重
要
視
す
る
も
の
で
あ
り
、
あ
る

い
み
で
は
、
当
時
の
陰
陽
家
た
ち
の
立
場
を
、
標
語
化
し
た
と
も
い
え
る
も
の

で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
こ
ろ
、
こ
れ
と
全
く
逆
の
生
き
方
を
と
な
え
る

人
々
が
い
た
。
そ
れ
は
、
「
性
（
を
）
以
て
物
を
養
う
」
と
い
う
仕
方
で
あ
ら
わ

お
わ
り
に

狂
気
か
ら
正
気
へ
（
久
富
木
成
大
）

さ
れ
る
生
き
方
で
あ
っ
た
。
自
ら
の
と
な
え
る
と
こ
ろ
と
相
反
す
る
こ
の
生
き

方
を
、
陰
陽
家
た
ち
は
、
狂
気
に
よ
る
も
の
と
考
え
た
。
そ
う
し
て
、
そ
の
狂

気
こ
そ
が
、
国
を
乱
し
、
亡
ぼ
す
元
凶
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
見
な
し
た
の
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
国
の
安
泰
を
保
つ
た
め
に
、
当
時
の
思
想
家
集
団
の
な
か
に

あ
っ
て
有
力
な
地
位
を
占
め
て
い
た
陰
陽
家
た
ち
に
、
こ
の
狂
気
を
克
服
す
る

こ
と
が
要
請
さ
れ
た
。
し
か
し
、
彼
ら
自
身
に
は
、
こ
れ
に
対
す
る
、
現
実
的

で
、
し
か
も
説
得
力
に
富
む
、
理
論
も
方
法
も
持
ち
あ
わ
せ
が
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
彼
ら
は
、
同
時
代
の
思
想
家
集
団
で
、
自
分
た
ち
に
比
較
的
近
い
と
こ
ろ

に
あ
る
、
農
家
に
注
目
し
た
。
つ
ま
り
、
農
家
の
と
な
え
る
、
〃
物
〃
、
す
な
わ

ち
農
産
物
に
対
す
る
、
種
々
の
技
術
と
知
識
と
を
、
自
分
た
ち
の
な
か
に
と
り

入
れ
よ
書
フ
と
し
た
の
で
あ
る
。

当
時
の
、
こ
の
狂
気
に
よ
る
生
き
方
、
つ
ま
り
「
性
も
っ
て
物
を
養
う
」
と

い
う
行
動
に
は
、
人
間
性
と
い
う
絶
対
的
な
も
の
が
、
〃
物
〃
と
い
う
相
対
的
な

価
値
の
体
系
に
よ
っ
て
、
損
わ
れ
、
乱
さ
れ
る
に
ま
か
せ
ら
れ
て
い
る
と
、
そ

の
こ
ろ
の
陰
陽
家
の
人
々
に
は
見
ら
れ
て
い
た
。
性
が
絶
対
的
で
あ
る
の
は
、

そ
れ
が
天
与
の
も
の
で
あ
り
、
天
体
の
秩
序
あ
る
運
行
に
つ
ら
な
る
も
の
だ
か

ら
で
あ
る
。
一
方
、
「
性
も
っ
て
物
を
養
う
」
と
い
う
狂
気
の
行
動
は
、
体
内
に

お
い
て
、
こ
の
性
の
乱
れ
を
、
ま
ず
引
き
お
こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
始
ま
る
と
、

陰
陽
家
で
は
考
え
た
。
こ
の
乱
れ
を
整
え
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
そ
れ

に
は
、
陰
陽
家
の
人
々
に
と
っ
て
、
あ
る
前
提
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
出
発
す
る

必
要
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
こ
こ
で
い
う
〃
性
の
乱
れ
″
と
い
う
こ
と
は
、
一

種
の
病
的
な
状
態
で
あ
り
、
い
わ
ば
、
そ
れ
を
治
療
す
る
手
段
を
さ
が
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
『
う
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
た
ど
り
つ
い
た

の
が
、
農
家
の
人
々
の
知
恵
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
一
種
の
食
餌
療
法
と
も
い

一

九
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え
る
方
法
で
あ
っ
た
。
春
夏
秋
冬
、
そ
れ
ぞ
れ
の
適
期
に
栽
培
さ
れ
た
農
産
物

や
、
飼
育
さ
れ
た
家
畜
に
は
、
陰
陽
五
行
の
気
が
豊
か
に
ふ
く
ま
れ
、
そ
れ
ら

を
体
内
に
摂
取
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
体
の
中
の
気
の
乱
れ
を
整
え
、
正
そ
う

と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
、
一
般
的
な
か
た
ち
で
述
べ
て
い
る
の
が
、

前
述
の
ご
と
く
、
現
行
『
呂
氏
春
秋
』
の
末
尾
に
お
か
れ
て
い
る
、
「
四
時
の
正

し
か
ら
ざ
る
や
、
五
穀
を
正
し
く
す
べ
き
の
み
」
と
い
う
こ
と
ば
に
外
な
ら
な

い
。
そ
う
し
て
、
そ
れ
ら
を
具
体
的
に
示
し
て
い
る
の
が
、
各
紀
の
は
じ
め
に

し
る
さ
れ
た
、
以
下
の
よ
う
な
事
が
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
孟
春
紀
」
・
「
仲
春

紀
」
・
「
季
春
紀
」
に
は
、
「
麥
と
羊
と
を
食
す
」
と
い
う
。
ま
た
、
「
孟
夏
紀
」
・

「
仲
夏
紀
」
・
「
季
夏
紀
」
に
お
い
て
は
、
「
萩
と
難
と
を
食
す
」
と
表
わ
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
「
孟
秋
紀
」
・
「
仲
秋
紀
」
・
「
季
秋
紀
」
に
は
、
「
麻
と
犬
と
を
食

す
」
と
い
う
。
さ
い
ご
に
、
「
孟
冬
紀
」
・
「
仲
冬
紀
」
・
「
季
冬
紀
」
に
は
、
「
黍

と
鐡
と
を
食
う
」
と
い
っ
て
い
る
。
時
の
秩
序
あ
る
気
を
得
て
生
育
し
た
、
こ

れ
ら
諸
々
の
食
物
に
よ
っ
て
、
性
の
乱
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
狂
気
を
整
序
し
、

克
服
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
当
時
の
陰
陽
家
は
、
農
家
を
介

し
て
、
狂
気
を
正
気
に
転
ず
る
た
め
の
、
そ
の
時
代
の
人
々
に
対
し
て
、
か
な

り
の
説
得
力
を
そ
な
え
た
手
段
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
『
呂
氏

春
秋
』
は
雑
家
の
書
で
は
あ
る
が
、
そ
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
は
陰
陽
家
の

思
想
で
あ
り
、
陰
陽
家
が
こ
の
書
の
な
か
で
こ
の
よ
う
な
地
位
を
占
め
て
い
る

の
は
、
諸
子
相
互
の
関
係
に
お
い
て
、
陰
陽
家
が
、
現
実
の
社
会
に
対
し
て
果

し
た
前
述
の
役
割
り
の
大
き
さ
を
、
如
実
に
反
映
し
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

①
「
諸
子
百
家
」
と
い
う
こ
と
を
問
題
に
す
る
に
あ
た
っ
て
、
得
て
お
き
た
い
、
最
も
基
本

的
で
か
つ
根
本
的
な
認
識
と
し
て
、
以
下
の
二
点
を
あ
げ
て
お
く
。

Ｈ
「
諸
子
百
家
の
穂
は
、
是
等
諸
学
派
の
総
構
で
、
百
と
は
多
数
の
謂
で
あ
っ
て
、
は
っ

き
り
し
た
數
で
は
な
い
」
（
長
澤
規
矩
也
著
『
支
那
學
術
文
藝
史
』
三
省
堂
、
昭
和
四

十
一
年
新
修
再
版
第
八
刷
、
恥
頁
）
。

。
「
わ
れ
わ
れ
が
い
ま
諸
子
百
家
と
い
っ
て
戦
国
の
諸
子
を
学
派
に
分
け
て
い
る
が
、
じ

つ
は
こ
れ
は
劉
向
の
立
て
た
学
派
の
分
類
に
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
背
後
に

は
劉
向
の
古
代
思
想
史
論
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
分
類
目
録
は
息
子
の
劉
散
と

親
子
二
代
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
。
劉
向
が
整
理
し
た
書
籍
の
数
は
六
三
四
部
、
篇
数

に
し
て
一
万
三
三
九
七
篇
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
竹
、
木
の
札
に
書
か
れ
た
原
形
を
想
像

す
る
と
こ
れ
は
雁
大
な
分
量
で
あ
り
、
こ
れ
を
比
較
対
照
し
た
劉
氏
二
代
の
努
力
は
、

現
代
で
は
想
像
に
あ
ま
り
あ
る
も
の
が
あ
る
」
（
昭
和
四
十
三
年
、
中
央
公
論
社
、
世

界
の
歴
史
①
『
古
代
文
明
の
発
見
』
、
捌
頁
。
貝
塚
茂
樹
の
執
筆
部
分
）
。

②
鎧
蕩
古
字
通
Ｉ
顧
實
『
漢
書
藝
文
志
講
疏
』
剛
頁
。
ま
た
、
王
先
謙
の
『
漢
書
補
注
』
で

は
、
「
周
壽
昌
日
、
壷
與
蕩
同
」
と
い
う
。
蕩
と
は
、
し
ま
り
の
な
い
こ
と
を
い
う
。

③
漫
羨
即
漫
術
也
Ｉ
顧
實
『
漢
書
藝
文
志
講
疏
』
剛
頁
。

④
こ
こ
で
は
、
四
部
叢
刊
初
編
、
集
部
に
収
め
る
も
の
に
拠
っ
た
。

⑤
例
え
ば
「
適
音
」
篇
で
は
、
以
下
の
ご
と
く
い
う
。
「
凡
そ
音
樂
は
政
に
通
じ
て
、
風
を

移
し
、
俗
を
平
ら
か
に
す
る
も
の
な
り
」
、
と
。

⑥
陳
奇
猷
『
呂
氏
春
秋
校
鐸
』
一
八
九
一
頁
～
一
八
九
二
頁
に
引
用
。

⑦
こ
れ
は
、
一
九
七
九
年
『
復
旦
學
報
』
社
會
科
學
版
第
五
期
所
載
の
、
「
呂
氏
春
秋
成
書

的
年
代
與
書
名
的
確
立
」
の
補
論
と
し
て
、
一
九
八
二
年
五
月
一
日
に
書
か
れ
た
も
の
。

⑧
現
行
『
呂
氏
春
秋
』
は
、
十
二
紀
・
八
覧
・
六
論
の
順
序
で
配
列
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に

い
う
「
序
意
」
篇
は
、
十
二
紀
の
最
後
部
に
お
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
陳
奇

猷
は
、
以
下
の
ご
と
く
い
う
。
『
呂
氏
春
秋
』
の
祖
本
と
し
て
、
十
二
紀
が
ま
ず
成
立
し

‐、

圧

一

一

○
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た
。
そ
う
し
て
、
そ
の
序
文
と
し
て
、
古
代
中
国
の
習
慣
に
し
た
が
っ
て
十
二
紀
の
最
後

に
付
置
さ
れ
た
の
が
「
序
意
」
篇
で
あ
る
。
の
ち
に
な
っ
て
、
そ
の
あ
と
に
覧
と
論
が
つ

け
加
え
ら
れ
、
現
行
の
『
呂
氏
春
秋
』
が
成
立
し
た
、
と
。
詳
し
く
は
、
前
掲
の
『
復
日
一

學
報
』
所
載
の
論
文
を
参
照
の
こ
と
。
な
お
、
『
呂
氏
春
秋
』
各
篇
の
成
立
順
に
つ
い
て

は
、
『
史
記
』
呂
不
菫
列
伝
で
は
「
八
寶
、
六
論
、
十
二
紀
二
十
余
萬
言
を
な
す
」
と
い
っ

て
い
る
。
畢
玩
日
、
薑
云
一
作
「
廉
孝
」
、
案
「
廉
孝
」
二
字
與
此
無
渉
、
必
尚
有
脱
文
。

盧
文
詔
が
、
墨
家
の
言
と
し
て
あ
げ
る
各
篇
に
つ
い
て
、
陳
奇
猷
『
呂
氏
春
秋
校
鐸
』
に

お
け
る
説
は
、
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

重
己
Ｉ
「
陰
陽
家
言
養
生
之
道
也
」
弱
頁
、
注
〔
一
〕
。

貴
生
Ｉ
「
子
華
子
學
派
之
言
」
冊
頁
、
注
〔
一
〕
・

節
葬
Ｉ
「
墨
家
之
言
也
」
珊
頁
、
注
〔
一
〕
。

安
死
Ｉ
「
墨
家
者
流
之
言
也
」
珊
頁
、
注
〔
一
〕
。

尊
師
Ｉ
「
儒
家
者
流
所
作
」
川
頁
、
注
〔
一
〕
。

下
賢
Ｉ
「
此
篇
亦
料
子
・
宋
釧
・
尹
文
流
派
之
言
也
。
且
宋
釿
・
尹
文
爲
墨
家
別
派
」
Ⅲ

頁
、
注
〔
己
。

こ
の
よ
う
に
、
必
ら
ず
し
も
す
べ
て
が
墨
家
の
言
で
は
な
い
と
い
う
。

例
え
ば
篇
の
数
か
ら
い
え
ば
、
陳
奇
猷
の
説
く
と
こ
ろ
で
は
『
呂
氏
春
秋
』
全
百
五
十
九

篇
の
う
ち
、
三
十
八
章
を
陰
陽
家
の
言
が
占
め
て
い
る
。
詳
し
く
は
拙
稿
「
戦
国
期
陰
陽

家
の
国
家
意
識
」
（
『
金
沢
大
学
教
養
部
論
集
』
人
文
科
学
篇
茄
～
２
）
注
⑳
参
照
。

陳
奇
猷
『
呂
氏
春
秋
校
鐸
』
４
頁
。

前
掲
書
、
同
頁
。

高
誘
注
Ｉ
甲
乙
、
木
日
也
。
つ
ま
り
、
十
干
（
甲
乙
丙
丁
戊
己
庚
辛
壬
癸
）
を
五
行
（
木

火
土
金
水
）
に
対
応
さ
せ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

高
誘
注
お
よ
び
唐
の
司
馬
貞
の
「
三
皇
本
紀
」
参
照
。

高
誘
注
参
照
。

宮
・
商
・
角
・
徴
・
羽
の
角
。

六
律
六
呂
を
十
二
律
と
い
い
、
こ
れ
を
十
二
ヶ
月
に
配
し
、
太
籏
は
陽
律
で
、
一
月
の
も

狂
気
か
ら
正
気
へ
（
久
富
木
成
大
）

の
。

⑱
高
誘
注
に
「
五
行
數
五
、
木
第
三
、
故
數
八
」
と
い
う
。

⑲
高
誘
注
Ｉ
春
東
方
木
王
、
木
味
酸
、
酸
者
讃
也
、
萬
物
應
陽
、
鑛
地
而
出
。

⑳
高
誘
注
Ｉ
木
香
糟
、
と
。
五
臭
の
一
で
、
羊
の
生
肉
や
そ
の
香
味
を
い
う
。

⑳
高
誘
注
Ｉ
蟄
伏
之
類
始
動
生
、
出
由
戸
、
故
祀
戸
也
。

⑳
麥
實
有
孚
甲
、
属
木
Ｉ
『
禮
記
』
月
令
、
鄭
玄
注
。

⑳
春
夏
秋
冬
、
四
季
そ
れ
ぞ
れ
に
そ
の
季
節
を
特
徴
づ
け
る
と
こ
ろ
の
日
月
星
辰
が
定

ま
っ
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
そ
れ
ら
は
、
く
り
か
え
し
同
じ
位
置
に
規
則
正
し
く
あ
ら
わ

れ
て
は
、
消
え
て
い
く
。
そ
う
し
て
五
行
に
配
当
さ
れ
た
物
や
状
況
も
、
日
月
星
辰
の
動

き
に
対
応
す
る
か
の
ど
と
く
、
季
節
ご
と
に
定
ま
っ
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
そ
れ
が
く
り

か
え
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
徳
目
で
い
え
ば
、
春
は
木
徳
、
夏
は
火
徳
、
秋
は
金
徳
、
冬
は

水
徳
と
い
う
ぐ
あ
い
で
、
こ
れ
ら
が
く
り
か
え
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

⑳
高
誘
注
Ｉ
主
謂
王
也
。
し
か
し
、
『
孟
子
』
の
「
梁
恵
王
」
の
ご
と
く
、
王
を
僧
称
す
る

も
の
の
多
か
っ
た
時
代
相
を
反
映
し
て
、
高
注
の
ご
と
く
、
王
、
つ
ま
り
天
子
に
限
定
し

な
く
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

⑳
高
誘
注
Ｉ
官
、
正
也
。
し
か
し
、
「
李
賓
注
日
『
官
、
官
吏
之
官
、
高
訓
正
、
未
是
』
奇

猷
案
、
李
説
是
」
（
『
呂
氏
春
秋
校
鐸
』
羽
頁
、
注
〔
六
〕
）
と
い
う
説
も
あ
り
、
こ
こ
で

は
高
注
に
は
従
わ
な
い
。

⑳
こ
こ
に
は
「
下
文
」
と
い
う
が
、
小
稿
で
は
こ
の
こ
と
を
ふ
く
む
文
章
は
、
す
で
に
こ
の

章
の
四
番
目
に
引
用
し
て
あ
る
。

⑳
民
農
規
撲
、
撲
則
易
用
、
易
用
則
邊
境
安
、
主
位
重
Ｉ
『
呂
氏
春
秋
』
巻
第
二
十
六
、
士

容
論
第
六
、
上
農
。

⑳
巻
第
二
十
六
、
士
容
論
第
六
、
審
時
。

⑳
禾
は
、
一
般
に
は
穀
類
の
総
称
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
専
名
と
し
て

用
い
ら
れ
る
と
き
に
は
、
粟
（
あ
わ
）
を
さ
す
。
夏
緯
英
日
、
禾
字
在
古
書
中
用
爲
専
名

的
時
候
、
指
的
是
如
今
産
小
米
的
穀
子
。
這
裏
禾
與
黍
稲
麻
萩
麥
並
塞
、
自
是
專
名
Ｉ
『
呂

５

氏
春
秋
校
鐸
』
乃
頁
、
注
〔
九
〕
。

１

一
一
一
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⑯
『
呂
氏
春
秋
』
に
は
、
黄
帝
の
言
の
引
用
が
多
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
陳
奇
猷
は
以

下
の
ご
と
く
い
う
。
「
道
徳
黄
帝
（
道
徳
與
黄
帝
有
別
）
之
言
、
引
用
尤
多
、
彙
而
成
其

一
家
言
、
黄
帝
之
説
、
本
是
陰
陽
家
説
之
一
部
分
、
漢
志
陰
陽
家
著
録
黄
帝
泰
素
二
十
篇
、

１

即
其
明
證
、
故
呂
氏
書
中
多
引
黄
帝
之
言
」
（
『
呂
氏
春
秋
校
鐸
』
朋
頁
、
「
補
論
」
）
。

１

⑮

頁好奇 1
、暢猷
注之案
一、意、
四、段

四査玉
。之裁

量妻
巨汪

u＝

⑭
「
後
熟
」
疑
是
塵
之
品
種
、
如
禾
有
早
熟
之
桂
禾
與
晩
熟
之
重
禾
也
Ｉ
『
呂
氏
春
秋
校
樺
』

⑬⑫ ⑳⑳
戸

付
記

(1)、-′

豆
類
の
総
称
。
専
名
で
は
大
豆
を
さ
す
。
『
廣
雅
』
（
樺
草
）
参
照
。

畢
沈
日
、
御
寶
八
百
四
十
二
作
謁
、
霜
疑
上
注
讃
如
謁
厭
之
謁
當
在
此
句
下
、

環
音
北
縣
切
、
決
不
當
讃
鯛
也
。
な
お
、
陳
奇
猷
も
こ
の
説
を
是
と
し
、
こ
の

３

分
を
、
「
可
久
藏
而
味
不
鍾
悪
也
」
と
解
釈
す
る
。
（
『
呂
氏
春
秋
校
鐸
』
刃
百

１

昭
哩
。

０帥
頁
、
注
〔
四
○
〕
。

き
び
″
の
こ
と
で
あ
る
。

豆
類
の
総
称
。
専
名
で
哩

畢
沈
日
、
御
寶
八
百
四
‐

４

き
び
。
ね
ば
り
け
の
多
い
も
ち
き
び
。
角
川
書
店
『
新
字
源
』
陥
頁
参
照
。

８

１

『
呂
氏
春
秋
校
鐸
』
（
刃
頁
、
注
〔
三
七
〕
）
に
お
い
て
陳
奇
猷
は
、
程
瑠
田
の
『
九
穀
考
』

１

を
引
い
て
、
麻
は
摩
で
あ
る
と
い
う
。
な
お
、
摩
と
は
、
ね
ば
り
け
の
少
な
い
〃
う
る
ち

(2) 圧
〔
四
四
〕
。

陳
奇
猷
『
呂
氏
春
秋
校
鐸
』
一
九
八
四
年
、
中
華
人
民
共
和
国
、
學
林
出
版
社

出
版
。

小
稿
の
拠
っ
た
『
呂
氏
春
秋
』
の
本
文
は
、
畢
玩
の
『
呂
氏
春
秋
新
校
正
』
（
二

十
二
子
本
）
で
あ
る
。 、

息
字
下
云
、
「
人
之
氣
急
日
喘
、

猶
言
食
之
使
人
氣
野
而
又
芳
香
Ｉ

計
日
息
」
、
是
息
爲
氣２

『
呂
氏
春
秋
校
鐸
』
別１

句
下
、
擴
御
寶
、

こ
の
前
後
の
部

３
４

門
頁
～
刃
頁
参

１
１

一
一
一
一


